
要
旨
仮
名
垣
魯
文
に
関
す
る
研
究
は
「
安
愚
楽
鍋
』
や
『
西
洋
道
中
膝
栗
毛
』
な
ど
著
名
な
テ
キ
ス
ト
を
除
い
て
著
し
く
遅
れ
て
い
た
。
こ

の
数
年
間
、
国
文
研
で
組
織
さ
れ
た
魯
文
研
究
会
に
参
加
し
た
方
々
の
努
力
に
拠
っ
て
、
魯
文
の
文
筆
活
動
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
習
作
期
に
多
作
し
て
い
た
艶
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
情
報
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
全
体
像
は
必
ず
し
も

見
え
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
管
見
に
入
っ
た
艶
本
資
料
に
拠
り
、
作
家
と
し
て
の
出
発
を
し
た
鈍
亭
時
代
の
魯
文
の
文
筆
活
動
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
て
み
た
い
。

魯
文
の
艶
本

高
木
元
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魯文の艶本

か
す

こ
れ
ら
の
表
現
は
、
後
の
切
附
本
の
序
文
に
頻
出
す
る
「
糟
粕
」
と
同
義
で
、
例
え
ば
、
嘉
永
七
年
の
切
附
本
風
噸
鋪
弐
常
世
娘
評

（
３
）

判
記
」
に
「
事
物
糟
粕
、
赤
本
の
桃
な
ら
な
く
に
わ
れ
は
ま
た
洗
澤
も
の
菌
名
や
流
す
ら
ん
、
鈍
亭
」
と
あ
る
。
安
政
二
年
「
鑿
孝
美

こ
じ
ん
か
す

Ｊ
ｂ
つ
い
つ
こ
震
う

の
み

談
曽
我
物
語
」
に
は
「
古
人
の
糟
粕
を
ね
ぶ
り
て
、
以
て
一
口
を
ぬ
ら
す
而
巳
」
、
さ
ら
に
安
政
三
年
『
英
名
八
犬
士
」
第
八
輯
結
局

か
う

う
る
ゑ
せ

か
す
ま
る
の
み

の
り

や
せ
い
い

た

に
は
「
稿
成
名
を
寶
僻
作
者
。
古
人
の
糟
粕
を
圃
圃
に
口
を
粘
す
る
門
辺
の
痩
犬
」
、
安
政
四
年
「
繰
迦
御
一
代
記
」
初
編
に
は
「
他

け
ん
し
き
さ
く
し
や

さ
う
は
く
そ
し
は
ぢ
し
ば
Ｉ
、
こ
れ
い
な
む

よ
も
と
よ
り
じ
ゃ
そ
く
お
く

も
ん
も
う
ふ
が
く
し
れ
も
の

の
見
識
あ
る
著
述
家
な
り
せ
ぱ
。
糟
粕
の
護
り
を
槐
て
。
屡
是
を
推
辞
べ
き
に
。
余
は
元
来
蛇
足
に
臆
せ
ぬ
。
文
盲
不
学
の
白
癌
な

よ
も
の
わ
ら
ひ

す
み
や
か
ふ
で

れ
ば
。
世
の
胡
盧
と
な
る
を
思
は
ず
。
速
に
毫
を
と
っ
て
」
と
開
き
直
り
、
万
延
元
年
の
『
抜
翠
三
國
誌
』
第
六
輯
に
至
っ
て
は
、

序
末
の
戯
名
を
「
糟
粕
外
史
」
な
ど
と
署
名
し
て
い
る
。

を
意
味
し
て
い
る
。

魯
文
が
若
い
時
分
か
ら
山
東
京
伝
や
曲
亭
馬
琴
な
ど
戯
作
者
に
憧
慢
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

な
を
き
け
ば
か
ほ
も
あ
か
ほ
ん
（
１
）
を
さ

春
に
出
し
た
戯
号
「
和
堂
弥
海
改
め
英
魯
文
」
披
露
の
た
め
の
所
謂
「
名
弘
め
配
り
本
」
で
あ
る
『
名
聞
面
赤
本
」
に
「
魯
文
幼
な

基
』
、
っ
Ｉ
）

か
も

ま
ね

（
２
）

か
り
し
時
、
艸
双
紙
の
終
の
圖
の
、
机
に
掛
り
し
作
者
の
真
似
し
て
遊
び
た
り
し
に
、
今
ま
た
作
者
た
ら
ん
事
を
の
ぞ
む
」
と
の
記
述

が
見
ら
れ
、
こ
の
逸
話
も
そ
れ
な
り
に
実
情
を
示
唆
し
た
も
の
と
の
想
像
に
難
く
な
い
。
同
書
の
末
尾
に
は
、
自
ら
卑
下
し
て
「
僕
が

つ
は

は
さ
み

ふ
る

あ
ら

継
ぎ
接
ぎ
す
る
狂
文
の
、
鋏
仕
事
に
古
着
の
趣
向
を
洗
ひ
張
し
て
、
戯
作
者
の
手
前
符
牒
を
つ
け
ん
と
て
、
英
魯
文
、
赤
本
の
桃
な

せ
ん
た
く

ら
な
く
に
我
は
又
洗
濯
も
の
、
名
や
流
す
ら
ん
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
言
説
に
見
ら
れ
る
「
継
ぎ
接
ぎ
」
「
鋏
仕
事
」
「
古
着
の
洗

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

い
張
り
」
「
洗
濯
も
の
」
な
ど
と
い
う
表
現
は
、
既
に
評
判
に
な
っ
て
い
た
作
品
に
基
づ
い
て
書
く
、
創
意
工
夫
の
な
い
安
直
な
抄
出
縮
約

I■■■■■■■

緒
言
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つ
ま
り
、
魯
文
は
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
当
初
か
ら
習
作
期
を
通
じ
て
〈
嘗
て
の
著
名
な
戯
作
者
の
糟
粕
を
嘗
め
る
に
過
ぎ
な
い
戯
作
者
の

端
く
れ
〉
と
い
う
極
端
に
自
己
卑
下
し
た
立
場
を
標
梼
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
政
二
年
『
蝦
夷
錦
源
氏
直
垂
」
前
編

ち
か
こ
ろ
も
の
ほ
ん
い
へ
こ
し
ん
そ
う
は
く

じ
う
ん
よ

っ
た
な
し
い
ふ

に
は
「
近
頃
物
の
本
と
し
言
ば
。
古
人
の
糟
粕
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
こ
、
も
ま
た
時
運
に
依
る
と
こ
ろ
。
拙
と
の
み
言
べ
か
ら
ず
。

ま
い
じ
げ
さ
う
し

わ
れ
ま
た

け
れ
ん

呪
て
兒
戯
の
策
子
を
や
。
吾
亦
ふ
か
く
懸
念
せ
ず
。
」
と
あ
り
、
伝
統
的
な
戯
作
者
の
口
吻
で
あ
る
「
口
に
糊
す
る
た
め
に
す
る
著
述

で
所
詮
婦
女
子
の
慰
み
も
の
だ
」
と
謂
い
つ
つ
も
、
同
時
に
「
時
運
」
に
拠
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

天
保
の
改
革
以
降
、
化
政
期
に
活
躍
し
た
戯
作
者
が
次
々
に
物
故
し
て
し
ま
い
「
戯
作
者
の
種
切
れ
」
で
あ
る
と
の
状
況
認
識
に
就

（
４
）

い
て
、
例
え
ば
属
諦
弘
化
奇
話
』
初
編
巻
之
下
（
弘
化
期
、
何
毛
呉
餡
内
）
所
収
「
地
獄
之
奇
談
」
で
は
、
弘
化
二
年
に
亡
く
な
っ
た
栄

せ
つ
し
ゃ
ば
ま
こ
と

ぎ

久
書
騨
栄
久
堂
山
本
平
吉
）
が
地
獄
で
京
伝
種
彦
一
九
春
水
三
馬
な
ど
に
逢
い
「
こ
の
節
は
娑
婆
も
誠
に
戯
作
者
の
切
れ
に
て
、
先
生
方

と

な
に

も
の

た
ま
ノ
ー

う
は
こ
と
い
や
う

わ
か
こ
と

御
引
取
り
の
後
は
何
ひ
と
つ
本
ら
し
き
物
は
出
来
申
さ
ず
、
偶
々
出
来
れ
ば
熱
病
人
の
請
言
を
言
ふ
様
な
前
後
乱
脈
の
分
ら
ぬ
事
ぱ
か

つ
ｆ

、
勺
へ
ほ
し
ゆ
ゑ
こ
ま
き
つ
わ
れ
ｌ
、
せ
ん
た
く
ど
も
あ
た
ら

り
綴
く
り
、
そ
の
上
作
料
ば
か
り
欲
が
り
候
故
、
書
騨
も
一
統
困
り
切
て
：
…
・
」
と
い
う
と
、
「
我
々
の
作
を
洗
濯
し
て
自
分
共
が
新

や
う
ほ
こ

し
く
仕
立
し
様
に
誇
る
族
も
あ
れ
ば
．
…
：
」
と
応
じ
て
い
る
。
弘
化
期
に
は
未
だ
馬
琴
や
京
山
が
存
命
中
で
、
魯
文
が
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー

す
る
少
し
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
天
保
改
革
後
の
斯
様
な
状
況
認
識
は
魯
文
も
「
時
運
」
と
し
て
共
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
切
附
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
自
体
が
、
「
讐
討
類
、
物
語
類
、
一
代
記
物
、
此
書
は
五
十
枚
一
冊
読
切
物
品
々
明
細
早
分
り

物
」
（
槐
亭
賀
全
『
松
井
多
見
次
郎
報
讐
記
」
の
巻
末
広
告
、
古
田
屋
文
三
郎
板
）
と
あ
る
よ
う
に
、
弘
化
期
以
降
と
り
わ
け
嘉
永
安
政
期
を
中
心

（
５
）

に
粗
製
濫
造
さ
れ
た
廉
価
な
小
冊
子
で
、
実
録
や
浄
瑠
璃
、
読
本
や
合
巻
な
ど
の
抄
出
縮
約
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

〈
糟
粕
〉
と
〈
抄
出
〉
と
い
う
方
法
こ
そ
が
不
可
欠
な
切
附
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
主
導
し
た
の
が
魯
文
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
序

文
な
ど
で
繰
り
返
さ
れ
る
自
廟
的
に
卑
下
し
た
口
吻
を
文
字
通
り
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
習
作
期
の
魯
文
が
生
活
と
売
名
と
の
た
め
に
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
何
で
も
書
い
て
い
た
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
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魯文の艶本

（
７
）

艶
本
に
就
い
て
は
、
早
く
か
ら
林
美
一
氏
の
先
駆
的
な
研
究
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
の
蓄
積
は
あ
る
の
だ
が
、
隠
微
な
古
書

（
８
）

資
料
で
あ
り
続
け
た
こ
と
か
ら
、
近
年
に
至
る
ま
で
公
的
機
関
の
蒐
集
は
多
く
な
く
、
結
果
的
に
所
在
の
知
れ
て
い
る
本
は
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
魯
文
の
艶
本
に
関
し
て
も
全
貌
は
未
確
認
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
管
見
に
入
っ
た
資
料
の
報
告
を
通
じ
て

習
作
期
の
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

魯
文
が
手
を
染
め
た
と
思
し
き
艶
本
に
用
い
て
い
る
戯
号
は
「
慕
々
山
人
」
が
多
く
、
そ
の
他
「
妻
恋
揺
士
」
「
當
害
山
人
」
「
當
垣

慕
文
」
な
ど
が
あ
る
が
、
「
恋
岱
」
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
湯
島
妻
恋
坂
に
住
ん
で
「
鈍
亭
」
と
号
し
て
い
た
習
作
期
、
つ
ま
り
嘉

永
末
年
（
安
政
元
年
）
か
ら
安
政
末
年
に
、
切
附
本
の
板
元
と
し
て
馴
染
み
の
深
い
品
川
屋
な
ど
か
ら
、
こ
の
種
の
非
合
法
出
板
物
を

多
く
出
し
て
原
稿
料
を
稼
い
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

よ
み
わ

そ
の
特
徴
は
、
絵
を
見
る
こ
と
に
中
心
の
あ
る
草
双
紙
を
摸
し
た
春
画
本
で
は
な
く
、
所
謂
「
読
和
」
と
呼
ば
れ
る
読
本
風
の
「
読

む
こ
と
」
に
主
体
の
あ
る
絵
入
本
を
書
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
魯
文
の
艶
本
は
「
三
国
志
」
や
『
修
紫
田
舎
源
氏
」
な
ど
、

何
等
か
の
先
行
す
る
著
名
な
作
品
を
典
拠
と
し
て
改
作
し
た
も
の
が
多
い
。
こ
の
特
色
は
「
抄
録
家
」
と
し
て
の
魯
文
の
面
目
躍
如
で

筈
で
あ
る
。

（
６
）
え
ほ
ん

て
き
て
い
る
が
、
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
一
ジ
ャ
ン
ル
に
艶
本
が
あ
る
。
艶
本
は
普
遍
的
な
需
要
が
存
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

何
時
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
風
紀
上
の
理
由
か
ら
表
向
き
に
は
非
合
法
化
さ
れ
る
特
殊
な
商
品
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
故
に
、

多
少
の
リ
ス
ク
は
背
負
う
も
の
の
、
板
元
に
と
っ
て
も
執
筆
者
や
画
工
に
と
っ
て
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
実
入
り
の
良
い
仕
事
で
あ
っ
た

あ
っ
た
。

魯
文
が
「
糟
粕
」
を
標
傍
し
て
い
た
習
作
期
に
艶
本
に
手
を
染
め
た
の
も
、
方
法
的
に
は
切
附
本
な
ど
と
大
き
な
相
違
は
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
単
な
る
抄
出
で
は
な
く
艶
本
と
し
て
改
作
す
る
に
は
、
求
め
ら
れ
る
性
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
の
語
彙
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を
宛
字
に
拠
っ
て
創
出
し
た
り
、
典
拠
を
逐
語
的
な
パ
ロ
デ
ィ
に
し
た
り
す
る
と
い
う
戯
作
的
な
セ
ン
ス
を
も
要
求
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
を
魯
文
の
他
作
者
に
対
す
る
優
位
性
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

だ
ん
せ
う
ふ
う
か
ん
こ
っ
け
い
ど
う
じ
や
う
お
ん
あ
つ
ら
へ
あ
ん
も
ん
ち
よ
さ
く
ど
こ
ろ

（
３
）
『
名
聞
面
赤
本
」
所
収
の
狂
歌
に
同
じ
。
別
ウ
弱
オ
に
「
談
笑
調
諫
、
滑
稽
道
場
、
御
銚
案
文
著
作
所
、
妻
懲
坂
中
程

鈍
亭
［
ろ
ぶ
ん
］
」
の
看
板
と
共
に
描
か
れ
て
い
る
。
以
下
の
切
附
本
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
鈍
亭
時
代
の
魯
文
ｌ
切

附
本
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
「
社
会
文
化
科
学
研
究
」
第
十
一
号
、
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
、
二
○
○
五
年
九
月
）
参
照
。

（
４
）
初
編
中
杢
一
冊
、
外
題
は
風
諦
當
世
妙
々
奇
談
」
、
底
本
は
架
蔵
本
に
拠
る
。
拙
稿
「
感
和
亭
鬼
武
著
編
述
書
目
年
表
稿
」
（
「
江

戸
読
本
の
研
究
」
第
四
章
第
五
節
、
一
九
九
五
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）
で
全
文
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
本
和
明
ヨ
当
世
妙
々
奇
談
」

ｌ
翻
刻
と
書
誌
」
（
「
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
」
第
閃
十
七
号
、
二
○
○
○
年
）
に
全
冊
の
翻
刻
と
、
同
氏
に
拠
る
「
叱
ら
れ
し
人
々

ｌ
「
当
世
妙
々
奇
談
』
私
想
」
（
「
相
愛
国
文
」
第
十
三
号
、
二
○
○
○
年
）
と
い
う
考
証
が
備
わ
る
。

（
５
）
拙
稿
「
末
期
の
中
本
型
読
本
ｌ
い
わ
ゆ
る
〈
切
附
本
〉
に
つ
い
て
ｌ
」
含
江
戸
読
本
の
研
究
」
第
二
章
第
五
節
、
一
九
九
五
年
、
ぺ
り
か

ん
社
）
参
照
。

〔
注
〕

（
１
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
斗
今
三
）
に
拠
る
。
「
星
窓
梶
葉
、
砂
文
字
や
野
良
を
つ
く
し
の
筆
は
じ
め
」
の
詞
書
。
な
お
、

本
書
に
就
い
て
は
昆
列
傳
躰
小
説
史
』
下
巻
（
春
陽
堂
、
一
八
九
七
年
）
所
収
の
野
崎
左
文
「
假
名
垣
魯
文
」
と
、
林
美
一
「
江
戸

広
告
文
学
」
坤
（
未
刊
江
戸
文
学
刊
行
会
、
一
九
五
七
年
）
に
解
題
と
翻
刻
と
が
備
わ
る
。

（
２
）
以
下
、
本
稿
に
於
け
る
板
本
の
翻
字
に
際
し
て
は
、
私
意
に
拠
り
適
宜
漢
字
を
宛
て
原
文
を
振
仮
名
と
し
て
残
し
た
上
で
、
読

点
や
濁
点
を
補
っ
た
。
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魯文の艶本

（
６
）
平
成
略
～
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
「
原
典
資
料
の
調
査
を
基
礎
と
し
た
仮
名
垣
魯
文
の

著
述
活
動
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
谷
川
恵
一
、
二
○
○
八
年
三
月
）
、
拙
稿
「
魯
文
の
売
文
業
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館

紀
要
」
三
十
四
号
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
○
○
八
年
）
な
ど
参
照
。

（
７
）
林
美
一
「
艶
本
江
戸
文
学
史
」
（
河
出
書
房
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
六
四
年
）
、
同
氏
「
艶
本
江
戸
文
学
史
」
（
河
出
書
房
、
一
九
九

一
年
、
初
出
は
一
九
六
四
年
）
な
ど
参
照
。

（
８
）
『
国
耆
総
目
録
』
に
は
「
日
本
艶
本
目
録
（
未
定
稿
）
に
よ
る
」
と
し
て
、
所
蔵
の
記
さ
れ
て
い
な
い
艶
本
の
書
名
が
頻
出
す
る
。

近
年
、
白
倉
敬
彦
氏
の
労
作
で
あ
る
「
絵
入
春
画
艶
本
目
録
』
（
平
凡
社
、
二
○
○
七
年
）
が
出
た
。
図
版
を
豊
富
に
掲
載
し
た
貴
重

な
資
料
で
は
あ
る
が
、
「
春
画
艶
本
目
録
」
の
完
成
を
目
指
し
て
公
開
を
し
た
と
序
文
に
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
際
の
書
目
に

所
蔵
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
例
え
ば
改
題
本
を
調
査
し
よ
う
と
し
て
も
追
認
確
認
す
る
方
法
が
な
い
。
春
画
や
艶
本
は
個
人

蔵
に
帰
し
た
も
の
が
多
く
、
個
人
的
な
名
前
を
公
表
し
た
く
な
い
と
い
う
事
情
が
存
す
る
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
が
、
立
命
館

大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
た
故
林
美
一
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
の
艶
本

資
料
な
ど
は
既
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
画
像
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
学
問
の
進
捗
の
た
め
に
は
可
能
な
限
り
所

蔵
を
記
す
べ
き
だ
と
愚
考
し
、
本
稿
で
は
知
り
得
た
全
て
の
所
蔵
機
関
（
者
）
名
を
明
記
し
た
。
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腱
織
部
鱸
か
り
ま
く
ら
う
き
な
の
あ
だ
な
み

瞳
誹
…
よ
．
假
枕
浮
名
仇
波

向
疵
與
謝

ふ
う
ぞ
く
さ
ん
ご
く
し

風
俗
讃
極
志
初
～
三
編

ほ
し
づ
き
よ
あ
づ
ま
げ
ん
じ

星
月
夜
吾
妻
源
氏
初
編

い
ん
へ
ん
し
ん
け
い
ぱ
い

揺
編
深
閨
梅
前
後
輯

さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん

佐
勢
身
八
開
傳
前
～
三
集

ね
つ
み
そ
め
は
る
い
る
い
と

鼠
染
春
の
色
糸
初
編
中
三
冊
慕
朴
齋
安
政
四
年
刊
（
国
文
研
く
＋
今
雪
己
・
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

き
そ
た
び
ね
の
た
ま
く
ら

轆
旅
癖
廼
手
枕
中
一
冊
妻
恋
揺
士
安
政
川
刊
（
山
本
）

開
道
こ
い
み
な
と
な
さ
け
で
し
ま

（
⑩
）

愚
の
湊
露
の
出
島
中
一
冊
當
害
山
人
〔
序
〕
安
政
六
刊
田
弓
四
局
三
宮
室
舌
宅
豊
“
言
冒
昌
遙
巨
里
・
〈
未
見
〉
）

訓
裁
遊
鐡
儲
繊
初
編
中
一
冊
慕
々
山
人
安
政
頃
（
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

あ
だ
な
こ
い
は
う
た
し
の
び
ね

仇
恋
端
唄
の
忍
音

中
一
冊
當
垣
慕
文
〔
序
〕
・
色
念
人
娘
壺
述
婦
多
川
清
水
（
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

し
ゅ
ん
し
よ
く
み
な
と
の
い
り
ふ
れ

春
色
湊
入
婦
禰
初
編
中
一
冊
大
珍
坊
阿
奈
垣
主
人
一
廣
開
飯
盛
〔
画
〕
安
政
頃
刊
（
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
）

一
一
魯
文
艶
本
書
目
（
槁
）

（
９
）

半
三
冊
慕
々
山
人
嘉
永
七
年
刊
ヵ
（
国
文
研
く
＋
今
計
９
．
日
文
研
く
穴
。
弓
四
国
）
〉
）

中
三
冊
慕
々
山
人
安
政
二
刊
ヵ
宙
弓
璽
の
三
宮
扇
三
野
房
〈
冨
琶
圏
～
窒
出
〉
）

中
一
冊
慕
々
山
人
安
政
三
年
春
〔
序
〕
（
愛
知
県
立
大
〈
市
橋
文
庫
四
三
三
〉
・
高
木
）

中
二
冊
慕
々
山
人
安
政
三
～
四
年
刊
（
国
文
研
〈
斗
今
雪
巴
、
（
後
）
〈
牛
今
壁
こ
・
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

中
三
冊
慕
々
山
人
安
政
三
～
四
年
刊
丙
田
・
服
部
・
高
木
・
国
文
研
（
三
欠
）
〈
斗
今
霊
牢
］
～
巴
、

（
上
）
〈
〕
壷
‐
匡
今
ら
）
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魯文の艶本

く
に
づ
く
し
こ
い
の
み
ち
し
ば

△
國
壼
懲
路
芝
一
冊

し
ゅ
ん
し
よ
く
や
さ
げ
ん
じ

△
春
色
優
源
氏
一
冊
慕
々
山
人
一
交
斎
情
水
、
幾
丸
元
治
元
序

△
東
海
道
騨
路
の
鈴
口
一
冊
慕
々
山
人
作
松
廼
大
木
画
嘉
永
頃
刊
（
改
題
本
「
東
海
道
五
十
三
陰
門
」
）

△
日
本
国
づ
く
し

一
冊
妻
恋
の
揺
士
／
慕
々
山
人
安
政
四
刊
（
「
春
色
江
戸
名
所
」
）

他
に
「
椿
説
弓
張
月
」
の
艶
本
が
存
し
た
か
。

（
９
）
以
下
、
国
文
学
研
究
資
料
館
は
「
国
文
研
」
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
艶
本
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
「
日
文
研
」
と
略
す
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（
旧
館
）
は
田
口
司
罰
房
言
房
三
審
房
」
固
の
目
は
版
画
室
、
三
の
○
は
東
洋
写
本
室
、
立
命
館
大

学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
は
「
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
」
と
略
す
。

（
Ⅲ
）
『
欧
州
所
在
日
本
古
書
総
合
目
録
』
に
拠
れ
ば
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
（
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
外
題
と
内
題
「
恋
の
港
露
の
出
島
」
、
中
一
冊
、
〔
安
政
六
刊
〕
、
無
刊
記
、
艶
本
、
序
文
「
恋
の
み
な
と
／
露
の
出
し
ま
序
／

：
，
…
／
ひ
つ
じ
の
新
板
当
書
山
人
」
、
局
色
．
ｚ
切
望
」

弄
且〃

以
下
の
△
は
所
在
不
明
「
日
本
艶
本
目
録
（
未
定
稿
こ
な
ど
に
拠
る
。
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◆
向；横と
疵t櫛f
與（音$
謝§海見

假:、

窒
名；
仇2
波驚

初
編

か
り
ま
く
ら
う
き
な
あ
た
な
み

仮
枕
浮
名
の
仇
波

せ
い
し
ち
、
と
の
ふ
う
を
あ
ち
は
ひ
ぴ

え
ど
く

ひ
と
く
ち
て
つ
ほ
う
し
る
ほ
う
こ
が
す
へ
ぜ
ん
じ
き
を
の
こ

西
施
の
乳
と
揮
号
る
魚
は
、
味
美
な
れ
ど
も
得
て
毒
あ
り
。
一
口
も
の
鉄
炮
汁
に
、
願
を
焦
す
居
膳
の
、
辞
退
を
せ
ざ
る
は
男
子

つ
ね

わ
が
つ
ま

つ
ま
み
ぐ
ひ
お
も

つ
く
ま
な
く
や
き
ふ
ぐ
さ
よ
こ
ろ
も
よ
は
に
く
ぶ
と
ん
そ
の

の
平
常
に
て
、
我
妻
な
ら
ぬ
鞠
喰
は
、
重
き
が
う
へ
の
筑
庁
の
鍋
焼
。
河
豚
な
う
ら
み
ぞ
小
夜
衣
よ
さ
ぬ
る
夜
半
の
肉
布
團
、
其

あ
た
、
か
み
う
ち
こ
ん

ゆ
き
ゆ
ふ
く
さ
む
さ
お
ぼ
え
か
た
は
だ
ぬ
ひ
ほ
り
も
の
う
で
い
の
ち
わ
す
る
い
た

あ
、
こ
わ
い
か
な
も
、
ん
が
あ
ひ
と
り
た
ん

暖
味
に
打
込
で
は
、
雪
の
夕
の
寒
を
覚
ず
。
片
肌
脱
で
鯨
刺
の
腕
の
命
を
忘
る
に
至
れ
り
。
鳴
呼
魔
哉
陰
門
玉
戸
と
一
個
歎
じ

う
な
じ
あ
げ
せ
が
れ
あ
た
ま
よ
ま
く
ら
さ
う
し
し
ゆ
か
う
い
つ
ほ
ん
し
い
の
み
ふ
で
さ
や

か
は
か
ぶ
り
も
と
す
ぢ

て
項
を
發
る
。
陰
菫
の
天
窓
を
は
る
の
夜
の
」
枕
草
紙
の
趣
向
と
し
て
、
一
本
か
い
た
禿
毫
、
帽
の
ま
、
な
る
皮
被
、
原
の
脚
色

は
ま

あ
だ
な
み
な
だ
い

う
き
な
よ
が
た
り
か
の
よ
さ
ふ
ら
う
え
て
も
の
は
き

し
ほ
ひ
が
り
か
に

さ
へ
し
ら
濱
の
、
そ
の
仇
浪
を
題
号
と
な
し
、
た
つ
や
浮
名
の
世
説
は
、
彼
與
三
郎
が
陽
物
を
、
挾
ま
ん
こ
、
ろ
の
汐
干
狩
、
蟹

あ
ゆ
み
よ
こ
ぐ
し
お
と
み

ま

し
た
ひ
も
と
ひ

ぬ
れ
こ
と

よ
た
の
し
み
た
ち
ま

し
ゆ
ら

の
歩
行
の
横
櫛
音
海
が
、
か
は
く
間
も
な
き
下
紐
を
、
解
て
し
っ
ぽ
り
濡
事
に
、
あ
れ
さ
い
く
夜
の
揺
樂
も
、
忽
ち
か
は
る
修
羅

だ
う
じ
ゃ
う
つ
る
ぎ
や
ま
む
か
き
ず
き
ら
あ
ひ
ぼ
れ
つ
け
つ
き
く
さ
れ
え
ん

ぬ

道
場
、
劔
の
山
に
向
ふ
疵
、
き
っ
て
も
切
れ
ぬ
合
晄
惚
は
、
刺
ど
も
蓋
ぬ
悪
縁
に
し
て
、
入
れ
た
た
ん
へ
が
抜
か
り
よ
か
の
ん
し
。

ち
う
こ
う
は
や
り
た
う
え
う
ふ
た
り
ち
じ
や
う

さ
ぱ
れ
ま
よ
く
も
は
る

し
ん
に
よ
つ
き
あ
き

て
ら
す
な
は
ち
ぼ
ん
の
う

中
興
流
行
し
童
謡
は
、
二
個
が
痴
情
に
よ
く
か
な
へ
り
」
遮
莫
迷
ひ
の
雲
晴
れ
ば
、
真
如
の
月
も
明
ら
か
に
、
照
す
そ
則
煩
悩

ぼ
だ
い
ど
く
や
く
へ
ん
さ
く
し
や
ふ
で
さ
じ
か
げ
ん
う
さ
い
か
く
や
げ
ん

か
た
ち
に
よ
り
わ
ら
ひ
ゑ
は
い
ざ
い

菩
提
、
毒
薬
変
じ
て
く
す
り
と
な
る
、
作
者
が
筆
の
匙
加
減
、
烏
犀
角
を
薬
研
で
お
ろ
す
、
形
容
に
似
寄
の
交
合
圖
に
、
配
剤
な

こ
ぐ
す
り
い
ろ
ど
り
ぴ
、
し
く
し
た
て

す
こ
し
き
い
く
し
る
し

あ
ん
ほ
ん
た
ん
き
⑯
み
ち
の
う
か
き

し
る
す

し
し
小
工
摺
の
、
彩
色
美
備
敷
製
た
れ
ば
、
微
は
氣
の
生
効
験
も
あ
ら
ん
と
安
本
丹
の
可
道
を
、
能
書
め
か
し
て
誌
に
な
む

三
序
文
と
解
題
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魯文の艶本

※
半
紙
本
三
巻
三
冊
。
二
代
目
婦
喜
用
又
平
画
。
凝
っ
た
表
紙
の
意
匠
で
見
返
、
序
の
背
景
や
口
絵
と
全
て
の
挿
絵
に
ま
で
色
摺
が
施

さ
れ
、
上
中
巻
の
口
絵
は
折
り
込
み
に
な
っ
て
い
て
広
げ
る
と
倍
の
巾
に
な
る
。
本
文
は
根
本
風
で
会
話
を
交
え
た
仮
名
漢
字
混
じ
り
。

中
巻
の
冒
頭
に
は
歌
沢
節
を
書
体
を
替
え
て
引
用
し
て
い
る
。
金
色
ま
で
用
い
て
お
り
、
以
下
挙
げ
る
中
本
サ
イ
ズ
の
艶
本
と
は
別
格

さ
く
し
や
き
し
や
う
ふ
で
や
す

ご
け
ん
す
き
し
や
た
ち
つ
け
た
て
ま
つ
る
そ
も
ノ
ー
こ
、
つ
ぎ

い
ん
ほ
ん
み
ま
き
も
つ
ば

ち
じ
ゃ
う

○
作
者
机
上
に
毫
を
休
め
て
、
看
官
の
好
色
諸
君
へ
伏
稟
。
抑
差
に
綴
り
な
す
揺
本
三
巻
は
、
専
ら
お
富
が
与
三
郎
が
、
痴
情

い
ん
ら
く
だ
ん
む
ね

あ
だ
ご
、
ろ
お
こ
さ

。
え
も
つ

ゆ
ゑ
よ
じ
こ
ま
か

し
ゆ
ぴ
ま
つ
た

え
さ
ば
れ
ふ
た
り

揺
楽
の
回
を
旨
と
し
て
、
春
心
発
動
す
る
を
要
と
せ
り
。
故
に
餘
豆
を
巨
細
に
せ
ざ
れ
ば
、
首
尾
全
き
こ
と
を
得
ず
。
遮
莫
両
個

な
り
ゆ
き
い
さ
、
か

し
る

も
の
が
た
り
お
も
む
き
う
し
な
ま
き
ご
と
も
と
す
ゑ
い
ん
じ
か
、
は
ぶ
ん
お
ほ
た
と
へ

の
成
行
を
、
微
小
に
て
も
述
さ
で
は
、
物
語
の
趣
意
を
失
ふ
な
れ
ば
、
巻
毎
の
本
末
に
は
、
揺
事
に
拘
ら
ぬ
文
も
多
か
り
。
書
は

ゑ
い
ひ
ぐ
さ
は
な
み

ま
く
ら
す
じ
が
き
は

わ
ら
ひ
ぼ
ん
ま
じ
め

け
い
せ
い

か
う
し
や
く
き
か

繪
と
揺
訶
は
花
と
実
の
ご
と
く
、
前
文
筋
書
は
葉
の
ご
と
し
。
揺
本
の
老
實
な
る
は
、
傾
城
に
女
今
川
の
、
講
釈
し
て
聞
せ
る
」

う
づ
き
さ
く
ら
ぱ
へ
こ
と
は
り
し
も
の
な
る
た
け
は
し
よ
つ
こ
、
に
あ
ら
は
お
と
み
う
み
い
つ
の
ち
ふ
し
き

や
う
に
て
、
卯
月
の
櫻
な
が
め
栄
せ
ず
。
此
理
を
知
る
物
か
ら
、
成
丈
短
文
て
此
回
著
す
。
於
富
が
海
に
没
て
後
、
不
思
議
に

い
の
ち
ま
っ
た

よ

き
ず
い
え
ふ
た
、
え
ど
さ
ま
よ
ふ

み
と
せ
す
ぎ
た
る
さ
ん
く
わ
い
め
い
ん
じ
た
な
せ
う
た
く

ふ
た
り

命
を
全
ふ
し
、
與
三
郎
が
疵
愈
て
、
再
び
荏
士
に
伶
袴
こ
と
な
ど
は
、
三
年
往
時
三
回
目
の
揺
事
店
の
妾
宅
に
て
、
二
個
が
は
か

め
ぐ
り
あ
ふ

と
き
か
け
あ
ひ
ぜ
り
ふ
し
れ
ん
た
め
し
る

ら
ず
巡
會
、
そ
の
時
の
問
答
詞
に
て
知
り
玉
へ
と
、
念
の
為
識
す
に
な
ん

と
う
と
れ
ん
じ
ゃ
う
ぼ
ん
い
つ
か
の
ぐ
わ
ん
そ

東
都
感
情
本
一
家
元
祖

ぼ
ぼ
さ
ん
じ
ん
ふ
た
、
ぴ
の
ぶ
る

慕
々
山
人
再
識
［
印
］
」
（
中
巻
末
）

む
つ
ま
し
づ
き
は
じ
め
ゆ
ふ
く

睦
月
ひ
女
始
の
夕

は
し
め
ま
く
ら
も
と

の
り
初
の
枕
下
に

感
岱
揺
士慕

々
山
人
伏
稟
［
印
］
（
上
巻
頭
）
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ふ
う
ぞ
く
さ
ん
ご
く
し

◆
風
俗
讃
極
志
初
編

よ
は
な
さ
け
う
き
な
の
よ
こ
ぐ
し

の
豪
華
な
本
で
あ
る
。
内
容
は
題
名
か
ら
も
容
易
に
推
測
可
能
で
あ
る
が
、
『
與
話
情
浮
名
横
櫛
」
（
嘉
永
六
年
、
中
村
座
初
演
）
の
作
り
替

え
で
、
嘉
永
七
年
刊
か
。
林
美
一
『
江
戸
枕
絵
の
謎
」
で
一
部
分
が
引
用
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
福
田
和
彦
編
『
仮
枕
浮
名
の
仇
波
」
（
浮

世
絵
グ
ラ
フ
ィ
ク
７
、
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、
一
九
九
二
年
）
に
不
完
全
な
が
ら
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

し
よ
し

序
詞

こ
の
ご
ろ

ふ
り
つ
ｆ
は
る
さ
め
つ
れ
か
、
ま
、

う
め
か
を

わ
が
つ
ま
こ
ひ
い
ん
き
よ
じ
よ

此
頃
い
た
う
降
續
く
、
春
雨
の
徒
然
な
る
儘
に
、
ほ
こ
ろ
ぶ
梅
の
薫
り
ゆ
か
し
ぐ
、
我
妻
懲
の
揺
居
所
な
る
。
南
意
う
ち
ひ
ら
き
、

に
は
そ
と
も

を
り

か
き
な
め
く
じ
り
そ
の
か
た
ち
ゆ
ぴ
に
は
ら
す
ぢ
つ
ぴ
ご
と
か
へ
る
お
ほ
ゆ
か
し
た

庭
の
外
面
を
見
や
る
折
し
も
、
」
垣
を
つ
た
ふ
岫
蝿
の
、
其
形
指
に
似
た
る
を
、
腹
筋
陰
門
の
如
き
蝦
蟇
の
大
き
や
か
な
る
が
床
下

あ
ゆ

く
ち
ひ
ら
い
の
ま

か
た
へ
う
ゑ
ご
み
か
げ
か
し
ら
へ
の
こ
は
う
は
つ
あ
を
だ
い
し
ゃ
う
か
よ
べ

よ
り
歩
み
よ
り
、
口
を
開
て
呑
ん
と
す
る
に
、
傍
の
植
込
の
影
よ
り
も
、
頭
は
陰
菫
に
髻
露
た
る
、
青
蛇
と
飲
呼
る
へ
び
の
ず

は
い
、
で
か
の
ぼ
、
が
い
る
お
そ
と
い
ん
き
は
き
こ
の
と
き
ま
で
な
め
く
じ
り

る
ｊ
、
と
這
出
つ
。
彼
開
蝦
蟇
を
襲
は
ん
ざ
ま
に
て
、
吐
揺
に
等
し
き
氣
を
吐
か
く
る
に
、
此
時
蓮
も
す
く
み
ゐ
し
岫
艇
は
前
に

す
、
に
ち
う
あ
は
ひ
へ
だ
つ
あ
を
だ
い
し
ゃ
う
こ
れ
お
そ
く
ぴ
ち
ず
あ
と
じ
さ
り
い
つ
し
ん
い
っ
た
い
に
ら
め

進
み
、
二
虫
の
間
を
隔
る
に
青
大
蛇
は
是
に
怖
れ
頭
を
縮
め
て
後
辞
去
、
一
進
一
退
ひ
よ
こ
ノ
ー
の
ろ
ノ
ー
ぬ
ら
ノ
ー
と
し
て
白
眼

う
づ
く
ま
り
さ
ん
す
く
み
も
ろ
こ
し
ご
ぎ
し
よ
く
み
く
に
み
た
り
ひ
と
ま
す
ら
を
あ
ら
そ
ひ
こ
と
ま
う
さ
う
み
さ
ん
ち
う

あ
ひ
」
埋
座
た
る
三
喋
は
、
漢
土
呉
魏
蜀
三
ッ
の
國
な
る
三
個
等
し
き
英
雄
の
戦
争
に
し
も
異
な
ら
ず
と
、
妄
想
に
視
じ
三
墨

こ
と
か
た

こ
れ
し
ゆ
か
う
た
れ
ほ
ん
お
も
つ
く
え
ふ
で
お
や
か
つ
う
ぞ
く
え
ん
ぎ
ど
た
い

れ
い
い
ん
し
よ
つ
ｆ

の
昊
な
る
砿
の
い
と
お
か
し
く
、
是
ぞ
趣
向
の
種
本
と
思
ひ
机
に
筆
を
発
動
し
通
俗
演
義
礎
題
と
し
、
例
の
揺
書
に
綴
ら
ば
や
と

し
よ
へ
ん
い
つ
か
う
だ
つ
を
は
ど
か
ず
か
さ
ま
た
ぐ
ら
う
る
ほ
も
く
ろ
み
さ
ん
ご
く
し
ほ
ん
あ
ん
さ
ん
ば
ん
ぐ
ら
ゐ
き

初
編
一
稿
脱
し
畢
り
数
員
を
重
ね
て
股
庫
を
潤
さ
ん
と
の
計
策
な
り
し
が
三
國
志
の
雛
案
だ
け
に
、
三
輯
位
て
氣
を
や
れ
よ
と

は
ん
も
と

ち
ゆ
う
も
ん
の
こ
〔
り
〕
い
や
ま
し
し
た
い
れ
づ
め
じ
ん
き
よ
た
れ
ひ
き
ぬ
く

梓
主
よ
り
の
注
文
に
、
残
り
を
し
さ
も
弥
増
て
、
編
足
ら
ぬ
な
が
ら
入
詰
は
、
腎
虚
の
種
と
思
ふ
も
の
」
か
ら
、
ぐ
っ
と
引
抜

げ
ん
し
よ
し
く
み
す
ぢ
ば
つ
お
ほ
も
の
く
ら
べ
な
ら
つ
け
い
と
か
す
く
さ
か
は
ゆ
き
と
ぎ
か
あ
を

原
書
の
脚
色
、
そ
の
筋
張
た
大
物
と
、
競
も
の
に
は
奈
良
漬
の
、
最
糟
臭
き
皮
か
む
り
、
た
ん
の
う
す
る
ほ
ど
行
届
ぬ
は
、
青
い

－126－



魯文の艶本

ふ
う
ぞ
く
さ
ん
ご
く
し

◆
風
俗
讃
極
志
二
編

ふ
う
ぞ
く
さ
ん
ご
く
し
だ
い
に
へ
ん

風
俗
讃
極
誌
第
二
編

は
か
り
こ
と
ゐ
ば
く
う
ち

か
つ
こ
と
せ
ん
り
ほ
か

め
い
し
や
う
ゆ
う
し
つ
れ

す
る

ふ
と
ん
う
へ
お
こ
な
は
な
い
き

謀
計
を
惟
幕
の
中
に
め
ぐ
ら
し
、
勝
利
を
千
里
の
外
に
し
ら
す
は
名
将
勇
士
の
常
に
し
て
、
交
合
こ
と
を
蒲
団
の
上
に
行
ひ
、
鼻
息

へ
う
ふ
そ
と
も
ら
れ
ん
じ
ゃ
う
い
ん
じ
も
ち
け
い
こ
く
い
つ
ふ
じ
ん
ひ
や
く
ま
ん
た
い
て
き
し
た
ま
き
な
ぎ
な
た
む
か

を
屏
風
の
外
に
洩
す
は
、
感
情
揺
事
の
持
ま
へ
な
り
。
さ
れ
ば
傾
國
の
一
婦
人
に
は
、
百
万
の
大
敵
も
舌
を
巻
薙
刀
の
な
り
の
向

き
ず
や
り
さ
き
こ
う
み
や
弓
か
け
あ
ら
そ
あ
め
や
さ
き
く
も
た
て
い
り
み
だ
れ
た
、
か
ひ
し
ぬ
こ
ゑ
わ
ら
ひ
ゑ
く
ん
よ
う

ふ
疵
に
、
鎗
先
の
功
名
駈
を
争
ひ
、
雨
の
箭
頭
に
雲
の
楯
、
入
乱
た
る
闘
戦
に
は
死
よ
ノ
ー
の
声
か
ま
ぴ
す
し
。
そ
も
春
画
は
軍
用

さ
い
だ
い
い
ち

も
の
ぐ
そ
く
ひ
つ
い
れ
お
く
こ
と
せ
ん
じ
や
う
の
ぞ
み
て
き
し
や
う
り
き
ぢ
ん
み
き
り
ゆ
う
き
し
ぜ
ん
さ
か

の
」
最
第
一
と
な
せ
る
物
に
て
具
足
の
櫃
に
入
置
事
戦
場
に
望
敵
を
た
い
ら
け
勝
利
帰
陣
の
棚
と
い
ふ
と
も
、
勇
氣
自
然
に
叛

の
ぼ
や
は
ら

あ
た

あ
す
か
け
ひ
き
じ
さ
い
え
よ
り
し
ゅ
ん
ぐ
わ
ひ
ら

た
け
も
の
、
ふ
こ
、
ろ
や
は
ゑ
み

上
り
和
く
こ
と
能
は
さ
れ
は
、
明
日
の
進
退
自
在
を
得
ず
、
依
て
春
画
を
披
き
見
れ
ば
い
か
な
る
猛
き
武
士
も
、
心
和
ら
き
笑

ふ
く

じ
つ
し
ゅ
ん
ぐ
わ
と
く

ゑ
な
む
な

い
ん
じ
ら
ん

た
め
ち
せ
い
い
ま
ば
ん
ノ
ー
ぜ
い

を
含
む
は
、
実
に
春
画
の
徳
に
し
て
、
わ
ら
ひ
繪
の
名
も
空
し
か
ら
す
と
揺
時
の
乱
を
わ
す
れ
ぬ
為
。
治
世
の
今
の
萬
々
歳
ま
で
、

つ
た

つ
ず
り
さ
ん
ご
く
し
り
く
と
う
さ
ん
り
や
く
と
ら
ま
き

め
て

さ
く
し
や
め
ん
ぼ
く
な
ゑ
へ
の
こ

此
こ
と
わ
り
を
傳
へ
ん
と
、
か
き
綴
た
り
讃
極
志
を
六
鞘
三
略
虎
の
巻
と
も
、
愛
た
ま
は
ら
ぱ
作
者
の
」
面
目
、
萎
た
る
陰
菫

こ
ぞ
う
と
う
が
ら
し
ち
ん
ぼ
こ

猴
児
の
蕃
椒
、
珍
鉾
だ
け
と
見
ゆ
る
し
給
へ

は
ら
だ
い
こ
は
つ
う
ま
お
ほ
ご
り
し
や
う
つ
、
ば
り

つ
ま
ど
ひ
い
ん
し
ら
ん
て
い

腹
太
鼓
う
つ
初
午
ご
ろ
大
き
な
御
利
生
を
、
突
張
な
が
ら
妻
慧
の
揺
士
乱
亭
の
あ
る
じ

お
こ
い
た

を
起
す
に
至
ら
ん

か
ん
ふ
う
さ
つ
し
ゅ
ん
し
ん
う
ご
め
む
つ
ま
じ
つ
き
す
へ
つ
か
た
や
か
う
あ
ん
な
ん
さ
う
ね
こ
さ
か
り
ひ

寒
風
怯
て
春
心
揺
動
く
睦
月
の
下
旬
、
野
交
庵
の
南
憲
に
猫
の
交
合
を
見
る
日

と
う
と
つ
ま
こ
ひ
の
い
ん
し

東
都
妻
懲
揺
士
、

慕
々
山
人
戯
誌
［
印
］
［
製
］

慕
々
散
人
戯
述
◇
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ふ
う
ぞ
く
さ
ん
ご
く
し

◆
風
俗
讃
極
志
三
編

※
中
本
三
編
三
冊
。
立
通
亭
茶
之
子
画
、
表
紙
・
見
返
・
序
の
背
景
・
口
絵
に
は
色
摺
が
施
さ
れ
て
い
る
。
二
編
十
二
丁
裏
の
挿
絵
中

に
描
か
れ
た
手
拭
い
に
「
岳
亭
」
と
思
し
き
印
が
あ
る
の
で
、
画
工
は
二
代
目
の
岳
亭
か
。
ま
た
、
後
ろ
表
紙
に
は
品
川
屋
久
助
板
と

同
じ
意
匠
を
用
い
て
い
る
の
で
、
板
元
は
品
川
屋
か
と
推
測
さ
れ
る
。

『
三
国
志
演
義
」
に
基
づ
く
作
り
替
え
で
あ
る
が
、
「
風
俗
」
は
「
通
俗
」
を
利
か
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
池
田
東
雛
亭
『
繪

本
通
俗
三
國
志
」
（
天
保
七
～
十
二
年
）
を
粉
本
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
各
編
に
付
け
ら
れ
た
章
節
の
小
見
出
し
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ふ
う
ぞ
く
さ
ん
ご
く
し
だ
い
さ
ん
べ
ん
け
つ
き
よ
く

風
俗
讃
極
誌
第
三
編
結
局
序

ほ
と
け
せ
い
ぶ
し
つ
せ
う

は
つ
さ
う
じ
や
う
だ
う
け
ぎ
と
、
の
ぼ
ん
ぶ
れ
ん
ぼ
あ
い
く
つ

わ
が
う
じ
ゃ
う
う
し
な
そ
れ
し
き
よ
く

浮
屠
氏
も
誓
扶
習
生
な
け
れ
ば
、
八
相
成
道
の
化
儀
調
は
ず
、
凡
夫
も
懲
慕
愛
別
な
く
て
は
、
男
女
和
合
の
情
を
失
ふ
。
夫
色
欲

し
ん
に
よ
み
ち
ぴ
ぼ
ん
の
う
す
な
は
ぼ
だ
い
た
れ
こ
、
ら
し
く
み
ど
だ
い
き
ん
ぶ
つ
じ
ゃ
う
い
ん
ゑ
ん

こ
の
さ
ん
ご
く
し
つ
Ｆ

へ
の
こ

は
真
如
の
導
き
、
煩
悩
則
ち
菩
提
の
種
と
、
髪
等
を
脚
色
の
柱
礎
と
し
、
讃
佛
乗
の
因
縁
か
ら
、
此
讃
極
誌
を
綴
り
な
し
、
陰
菫
の

さ
き
ふ
で

か
え
た
わ
け
つ
く

さ
ん
し
う

き
も
ら

い
ん
し

く
わ
ん
ち
ゃ
う
ゐ
う
し
な

頭
を
筆
頭
に
、
換
て
白
癬
を
蓋
し
、
が
、
三
輯
に
し
て
氣
を
洩
せ
り
。
か
、
る
揺
史
の
中
に
し
も
、
勧
懲
の
意
を
失
は
ざ
る
は
、

よ
ひ
つ
り
よ
く

さ
く
し
や
よ
う
じ
ん
こ
、

あ
あ
だ
ん
な
ん
よ
う
ゐ

い
つ
さ
い
し
ゆ
し
や
う
こ
つ

か
の
き
よ
く
も
ん
と
う
と
あ
ぢ

余
が
筆
力
の
妙
に
し
て
、
」
作
者
の
用
心
差
に
あ
り
。
鳴
呼
談
何
ぞ
容
易
な
ら
ぬ
、
一
切
衆
生
の
根
本
た
る
、
彼
玉
門
の
尊
き
味

そ
し
や
ほ

さ
ら
へ
ち
ま
か
わ

あ
ざ
け
の
み

を
、
知
ら
て
識
る
野
暮
あ
り
と
も
更
に
絲
瓜
の
皮
と
も
思
は
ず
、
ま
ら
か
し
や
ァ
が
る
と
噺
る
而
巳

と
き
に
は
じ
め
つ
か
た
り
ん
か
よ
が
り
ご
ゑ
ほ
と
、
ぎ
す
は
つ
ね
ま
じ
き
く
い
う
べ
つ
ま
こ
ひ
い
ん
た
く
き
よ
く
む
す
び

子
時
卯
月
上
旬
、
隣
家
の
喜
悦
聲
を
蜀
魂
の
、
初
音
、
と
交
へ
て
聞
夜
辺
、
妻
懲
の
揺
室
に
局
を
結
て

て
ん
じ
や
う
て
ん
が
ゆ
い
か
と
く
し
ん
や
も
め
も
の

天
上
天
下
唯
我
濁
身
の
寡
漢
、
慕
々
山
人
戯
題
◇
［
印
］
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魯文の艶本

初
編

ゑ
に
し
か
ら
も
よ
う

す
え
ぜ
ん
も
、
ぞ
の
て
い
も
り

○
こ
ん
な
赤
縄
が
唐
模
様
し
っ
ぽ
く
料
理
の
居
膳
は
桃
園
亭
の
酒
宴

ぼ
ん
の
う
い
ぬ

ぼ
蕩
あ
た
く
ひ

し
ご
と
し

○
煩
悩
の
犬
も
あ
る
け
ば
開
に
當
る
犯
か
せ
ぎ
の
仕
真
師

お
ほ
ま
ら
ひ
ろ
つ
び
と
り
く
み
も
、
く
だ
も
み
あ
ふ
こ
ひ
す
も
ふ

○
大
陰
菫
と
廣
開
の
取
組
は
百
手
を
砕
い
て
操
合
た
懲
角
力

し
つ
ほ
だ
め
ぎ
つ
ね
ふ
た
、
ば
け
き
ん
も
う
は
く
め
ん
み
じ
ま
ひ
べ
や

○
尻
尾
を
出
し
た
女
狐
が
再
び
化
た
金
毛
白
面
の
化
粧
部
屋

く
だ

あ
な

き
の
く
に
や
た
い
せ
う

○
手
管
の
わ
な
と
毛
深
い
陰
門
へ
落
か
髄
つ
た
魏
國
屋
の
主
人

三
編
が
く
や
し
ん
み
ち

に
せ
ま
ら
つ
か
ら
ん
ぼ
う
ら
う
ぜ
き

○
樂
屋
新
道
の
ご
た
付
は
偏
男
根
遣
ひ
が
乱
妨
蘓
籍

こ
た
つ

つ
も
む
つ
ご
と

○
炬
焼
の
中
の
こ
ろ
び
森
は
雪
お
ろ
し
の
積
る
睦
言

そ
の
に

た
ず
お
き
あ
ら
ば
ち
ご
ち
そ
う

○
其
二
雪
見
に
こ
ろ
ん
で
只
は
起
ぬ
新
開
の
佳
肴
弥
味

た
い
こ
ぬ
け

み

み
つ
ふ
へ
ん
ほ
う

○
太
皷
の
抜
が
け
は
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
密
夫
の
返
報

二
編

ま
た

ま
め
ど
ろ
ぼ
う
こ
け
つ
い
つ
こ
じ
を
う
ゑ
い
ゆ
う
は
か
り
ご
と

○
又
こ
り
ず
ま
の
開
盗
人
は
虎
穴
に
入
て
虎
兒
得
る
英
雄
の
謀
計

の
り

は
ら
や
ぐ
ら
ゑ
に
し
よ
こ
つ
な

だ
て
む
す
め

○
乗
て
見
た
い
腹
櫓
赤
縄
の
横
綱
ひ
っ
ぱ
っ
た
伊
達
娘

お
ほ
わ
か
し
ゆ
あ
ら
ば
ち

き

ふ
る
ば
ち
こ
わ
か
し
ゆ

○
大
若
衆
が
新
開
わ
る
で
氣
ざ
し
て
き
た
と
古
開
は
小
若
衆
の
間
に
合
せ

の
ろ

あ
な
お
ち

せ
う
た
く
わ
る

○
人
を
光
は
ヱ
ー
ッ
の
陰
門
に
落
か
、
つ
た
妾
宅
の
悪
だ
く
み
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ほ
し
づ
き
よ
あ
づ
ま
げ
ん
じ

◆
星
月
夜
吾
妻
源
氏
初
編

ぎ
の
く
に
や
そ
う
べ
ゑ
ま
ち
げ
い
し
ゃ
が
く
や
し
ん
み
ち

例
に
拠
っ
て
登
場
人
物
名
な
ど
も
典
拠
に
基
づ
い
て
艶
本
に
相
応
し
く
直
し
て
お
り
、
「
魏
國
屋
宗
兵
衛
」
、
町
唄
女
樂
屋
新
道
の

お
せ
ん
こ
が
れ
や
い
う
ぢ
よ
す
ま
ひ
と
は
じ
め
あ
な
ぎ
ぱ
し
げ
い
し
や
だ
つ
き
お
た
ま
く
ろ
え
や
と
く
さ
ぶ
ら
う
は
い
み
や
う
り
う
び

「
阿
蝉
」
、
黄
金
屋
の
遊
女
「
角
万
人
」
始
穴
氣
橋
の
唄
女
「
姐
已
の
阿
多
魔
」
、
「
黒
江
屋
徳
三
郎
（
俳
名
柳
眉
と
、
徳
三
郎
の
妻

お
か
ん

あ
と
ま
つ

お
と
め

り
す
け
す
ま
ひ
と
り
く
も
と
せ
き
の
す
け
．
ふ
か
く
さ
お
く
や
ま
ち
や
や

「
阿
甘
」
、
一
子
「
阿
斗
松
」
、
徳
三
郎
の
妹
「
於
免
馬
」
、
黒
江
屋
の
手
代
「
李
助
」
、
角
力
取
「
雲
の
戸
関
之
助
」
、
深
草
奥
山
の
茶
店

む
す
め
さ
く
ら
ぎ
お
か
う
ご
ふ
く
や
ま
ご
ゑ
も
ん
じ
な
ん
ご
ん
の
す
け
た
い
こ
ｈ
、
し
や
ふ
と
ゐ
い
ん
き
よ
う
は
い
か
い
し
が
り
や
う
あ
ん
も
る
く
ず
も
ろ
く
ず
て
か
け

女
「
櫻
木
の
於
香
」
、
呉
服
屋
孫
右
衛
門
の
二
男
「
権
之
助
」
、
太
鼓
医
者
「
太
井
陰
菫
」
、
俳
譜
師
「
臥
龍
番
諸
葛
」
、
諸
葛
妾

お
ち
え

お
こ
と
ご
ふ
く
や
ご
け
お
ら
ん
は
な
し
か
の
づ
ら
い
ん
ら
く
と
び
も
の
つ
ば
く
ら
ち
や
う
き
ち

「
於
智
惠
」
、
妹
「
於
琴
」
、
呉
服
屋
の
後
家
「
於
乱
」
、
落
語
家
「
野
面
揺
樂
」
、
鳶
の
者
「
燕
の
張
吉
」
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

ほ
し
づ
き
よ
あ
づ
ま
げ
ん
じ

星
月
夜
吾
妻
源
氏
初
編
序
詞

し
き
ど
じ
ふ
よ
じ
や
う
み
す
が
み
つ
い
や

は
り
か
た
じ
ゃ
う

さ
わ
ひ
こ
ゆ
び
ふ
で
ら
う

あ
て
が
き

よ
が
ら
す
そ
れ
く
わ
ん
ぢ
よ

紫
姫
、
五
十
四
帖
の
翠
簾
紙
を
費
し
て
、
張
形
に
情
を
う
つ
し
、
佐
称
彦
指
に
筆
を
労
し
て
、
當
書
に
人
を
喜
悦
。
夫
は
官
女
が

ね
や
つ
れ
ノ
、
こ
れ
は
い
か
き
し
や
う
し
や
ら
く
み
や
こ
い
な
か
け
じ
め

こ
ひ
じ
ゃ
う
げ
へ
だ
て
と
ぼ
す
こ
と
な

閨
房
の
徒
然
、
是
は
稗
家
の
机
上
の
酒
落
、
都
と
田
舎
の
差
別
は
あ
れ
ど
、
恋
に
貴
賎
の
隔
は
な
く
、
交
合
に
異
る
こ
と
や
は
あ

お
め
こ
し
き
か
い
ぼ
、
ち
ん
ぼ
う

、
っ
は
き
し
ゅ
ん
し
や
う
い
っ
こ
く
あ
た
ひ
せ
ん
き
ん
し
つ
か
い
せ
が
れ
わ
ざ
も
つ

ら
め
。
玉
門
色
界
、
開
珍
宝
。
さ
れ
ば
浮
気
の
春
曙
一
刻
、
債
千
金
を
な
げ
う
つ
も
、
悉
皆
男
根
の
業
物
に
て
、
す
っ
て
ん
て

て
ん
ぐ
め
ん
あ
た
ま
も
ち
や
げ
い
ち
ど
い
か
は
つ
だ
つ
す
ぢ
ば
り
む
ら
き
き
い
る
ゆ
か
り

れ
つ
く
天
狗
面
の
、
亀
頭
を
持
上
る
お
か
げ
」
な
ら
ず
や
。
一
度
怒
り
を
發
す
れ
ば
、
ふ
し
く
れ
立
て
筋
張
た
る
、
紫
色
の
由
縁

お
も

か
は

し
ゐ
み
ふ
で
さ
や

ま
た

こ
じ
ん
ま
ね
ひ
こ
そ
の
り
う
て
い

か
ら
、
思
ひ
つ
く
え
に
、
皮
か
ぶ
り
の
、
椎
の
実
筆
の
鞍
を
は
づ
し
て
、
又
か
き
か
け
る
故
人
の
真
似
彦
。
其
流
躰
に
、
い
ざ
、

む
す
こ
お
も
ひ

ぼ
も

ご
け
で
あ
ひ

○
息
子
の
揺
念
を
は
ら
さ
せ
た
い
が
開
一
ぱ
い
の
後
家
の
密
會

さ
ん
ば
う
お
さ
ま
と
こ
う
ち
だ
い
さ
ん
べ
ん
さ
ん
ご
く
ひ

○
三
方
納
る
床
の
中
は
第
三
編
の
讃
極
秘

－130－



魯文の艶本

巻
末
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
読
点
を
補
っ
た
）
。

と
き
に
な
ん
こ
ん

と
し
し
ゅ
ん
し
ん
は
つ
ど
う
き
っ
た
ん

※
序
末
に
「
干
時
男
根
た
つ
の
年
春
心
發
動
の
吉
旦
」
と
あ
る
。
こ
の
手
の
艶
本
は
安
政
期
に
多
く
手
掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安

ほ
し
つ
き
よ
あ
づ
ま
げ
ん
じ

○
星
月
夜
吾
妻
源
氏
鰯
濡
編

に
せ
む
ら
さ
き
ゆ
か
り

じ
だ
い
も
や
う
か
ま
く
ら
ご
し
よ
げ
ん
け
さ
ん
せ
い
ん
ら
く
と
く
し
つ
ぶ

け
い
ば
う
ご
た
ん
へ
ん
つ
ぎ
ま
き
か
さ

修
紫
に
由
縁
を
も
と
め
し
時
代
模
様
の
鎌
倉
御
所
、
源
家
三
世
の
揺
楽
得
失
、
武
ば
つ
た
中
の
閨
房
婚
談
、
編
を
継
巻
を
重
ね
て
、

お
ひ
ノ
ー
は
つ
し
さ
く
ら
ぎ

さ
か
さ
く
し
や
し
た
が
き
め
い
し
き
か
い
し
ゅ
ん
じ
ゃ
う
き
え
ん
か
ず
や
き
み

ま
め
を
と
こ
お
こ
な
い
み

追
々
發
市
の
桜
木
に
、
花
を
咲
す
る
作
者
の
腹
稿
、
迷
々
色
里
、
春
情
奇
縁
、
輝
く
君
に
な
そ
ら
へ
た
る
、
好
色
漢
の
所
行
を
見

ほ
り
ど
け
ん
ぶ
つ
か
っ
か
く
わ
い
ふ
ん
か
い
き
け

る
と
欲
す
る
官
看
は
、
且
下
回
の
分
鮮
を
聴

た
の
し
け
ぶ
か
と
こ
ろ
ふ
で
を
と
る

楽
み
、
毛
深
き
処
に
採
毫
。

に
し
せ
か
い
ひ
が
し
、
っ
つ
あ
づ
ま
げ
ん
じ
じ
だ
い
せ
わ
ひ
か
き
み
く
も
ゐ
か
ぎ
や
ほ
し
づ
き
よ
か
ま
く
ら
や
ま

か
ち
な
み
て
、
西
の
世
界
を
東
へ
移
し
、
吾
妻
源
氏
の
時
代
世
話
、
光
る
君
に
は
ふ
さ
は
し
き
、
雲
井
に
輝
く
星
月
夜
、
鎌
倉
山

ひ
が
し
や
ま

こ
じ
つ
け
い
ち
や
づ
け
こ
、
ろ
あ
ま
こ
と
ば
た
ら
で
あ
ひ
ひ
と
ち
よ
ん
ま

ひ
と
こ
ま

を
東
山
と
、
や
、
附
會
た
一
夜
漬
。
心
余
り
て
言
葉
足
ぬ
は
、
出
合
に
等
し
き
寸
の
間
な
れ
ば
、
人
の
来
ぬ
間
に
さ
っ
ノ
ー
と
、

し
よ
へ
ん
い
ち
ぶ
き
こ
と
し
く
ち
ば
し
あ
を
と
う
が
ら
し
ち
ん
ほ
う
て
い
な
ん
え
ん

い
ん
す
ゐ
な
が
れ

初
編
一
部
と
ぽ
し
た
ば
か
り
で
、
」
ろ
く
に
氣
の
い
く
事
さ
へ
知
ら
ず
。
ま
だ
觜
も
青
蕃
椒
珍
宝
亭
の
南
橡
な
る
、
揺
水
の
流
を

と
き
に
な
ん
こ
ん
と
し
し
ゆ
ん
し
ん
は
つ
ど
う
き
っ
た
ん

干
時
男
根
、
た
つ
の
年
、
春
心
發
動
の
、
吉
旦

あ
が
つ
ま
こ
ひ
ふ
る
あ
と
す
め
い
ん
し

吾
妻
恋
し
と
の
給
ひ
た
る
、
蕾
跡
に
住
る
揺
士

慕
々
山
人
記
［
枕
］
三
巻
頭
）

板
元
揺
菫
堂
敬
白
」
（
別
ウ
）
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挿
絵
も
「
修
紫
」
を
利
用
し
た
も
の
が
多
い
が
、
特
に
「
内
室
政
子
前
黒
糸
と
密
話
、
同
人
丸
社
の
場
」
（
三
十
六
ウ
三
十
七
オ
）
は
、

『
修
紫
」
二
編
の
挿
絵
（
十
二
ウ
十
三
ォ
）
と
（
十
三
ウ
十
四
オ
）
と
を
、
折
り
返
し
た
意
匠
で
一
図
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
斯
様
な

工
夫
は
本
作
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
前
例
も
あ
る
が
、
や
は
り
凝
っ
た
趣
向
だ
と
云
え
よ
う
。
さ
ら
に
手
が
込
ん
で
い
る
の
は
、

と
よ
し

対
応
す
る
登
場
人
物
の
着
て
い
る
着
物
の
意
匠
を
『
修
紫
」
と
同
様
に
し
て
あ
る
の
で
、
政
子
は
〔
冨
徽
の
前
（
弘
徽
殿
女
御
）
〕
、
冨
士

も
の
で
あ
る
。

柳
亭
種
彦
の
合
巻
『
修
紫
田
舎
源
氏
」
（
初
二
邇
を
翻
案
し
た
も
の
。
表
紙
の
意
匠
や
口
絵
・
挿
絵
な
ど
も
典
拠
の
面
影
を
写
し
て

い
る
。
表
紙
は
白
地
に
黄
と
褐
色
の
小
片
を
金
砂
子
風
に
多
数
散
ら
し
、
さ
ら
に
空
摺
り
で
無
数
の
横
雛
を
施
し
て
檀
紙
の
風
趣
に
擬

え
る
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
修
紫
田
舎
源
氏
』
の
シ
リ
ー
ズ
で
採
用
さ
れ
た
表
紙
の
意
匠
で
あ
る
。
本
作
は
、
ま
っ
た
く
こ
れ
を
模
倣

し
た
も
の
で
、
『
修
紫
」
二
編
上
冊
に
描
か
れ
た
藤
の
方
に
摸
し
た
女
性
の
立
ち
姿
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
見
返
に
あ
し
ら
わ
れ
た

藤
の
枝
と
石
山
硯
（
石
山
寺
源
氏
の
間
に
置
か
れ
た
紫
式
部
使
用
と
い
う
寺
宝
の
硯
）
も
、
『
修
紫
』
の
仮
託
作
者
「
阿
藤
」
の
名
に
因
ん
だ
も

の
と
思
し
く
、
硯
は
『
修
紫
」
初
編
上
冊
の
見
返
の
意
匠
を
踏
ま
え
た
も
の
。

口
絵
第
一
図
は
「
源
頼
朝
公
」
と
「
頼
朝
愛
妾
朝
霧
」
と
を
描
き
、
「
長
恨
歌
、
春
宵
苦
短
日
高
起
」
と
賛
を
入
れ
る
。
こ
れ
は
『
修

紫
』
初
編
上
冊
の
口
絵
（
三
ゥ
四
ォ
）
「
桐
壺
の
帝
」
「
桐
壺
の
更
衣
」
の
姿
を
そ
の
ま
ま
模
写
し
た
も
の
で
、
ご
丁
寧
に
「
長
恨
歌
」
も

同
様
に
賛
と
し
て
用
い
て
い
る
。
口
絵
第
二
図
は
衝
立
を
隔
て
た
「
頼
朝
別
室
冨
士
方
」
と
「
源
實
朝
公
」
と
描
く
が
、
こ
れ
も
『
催

ひ
す

ひ
す

紫
」
二
編
上
冊
の
口
絵
（
壹
ウ
ニ
ォ
）
「
足
利
義
正
の
別
室
藤
の
方
、
藤
壺
の
宮
に
比
」
「
足
利
次
郎
光
氏
、
光
君
に
比
」
の
姿
を
写
し
た

政
の
辰
年
と
判
断
し
安
政
三
年
刊
と
推
定
し
た
。
中
本
一
冊
。
架
蔵
本
の
後
ろ
表
紙
は
後
補
。
同
板
の
愛
知
県
立
大
学
市
橋
文
庫
本
は

表
紙
を
欠
く
が
、
後
ろ
表
紙
は
源
氏
香
の
意
匠
を
施
す
原
表
紙
と
思
わ
れ
る
。
見
返
・
序
文
の
背
景
・
口
絵
に
の
み
水
色
な
ど
が
使
わ

れ
て
い
る
。
二
編
以
下
未
見
。
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の
方
は
〔
藤
の
方
（
藤
壺
）
〕
、
源
頼
朝
は
〔
足
利
義
正
（
桐
壺
帝
）
〕
、
朝
霧
は
〔
花
桐
（
桐
壺
更
衣
）
〕
、
源
実
朝
は
〔
足
利
光
氏
（
光
君
）
〕
、

夕
顔
は
〔
昼
顔
（
後
凉
殿
更
衣
）
〕
と
い
う
対
応
関
係
は
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
は
侍
女
な
ど
に
ま
で
及
び
、
黒
糸
は
〔
色
糸
〕
、
松
ヶ
枝
は

か
る
か
や

か
る
か
や

〔
杉
生
〕
、
黄
菊
は
〔
小
菊
〕
、
銀
杏
〈
刈
茅
〉
は
〔
桔
梗
〈
刈
萱
〉
〕
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

さ
て
本
文
に
関
し
て
も
同
様
に
ほ
ぼ
「
修
紫
』
に
拠
っ
て
い
て
、
本
作
の
人
丸
社
で
の
忍
び
会
い
の
場
面
で
は

あ
と
ま
つ
か
ぜ
み
と
う
ひ
か
う
す
や
し
ろ
と
て
う

た
ち
で
き
ね
と
も

○
跡
ハ
松
風
ふ
き
そ
ひ
て
御
燈
の
光
り
か
げ
薄
く
い
と
し
ん
ノ
ー
た
る
社
の
う
ち
戸
帳
か
、
げ
て
立
出
る
実
朝
ほ
つ
と
ば
か
り
に

と
い
き

あ
そ
お
も

き
、
や
か
た
だ
い
じ
い
と
お
と
ふ
み
ひ
ご
ろ

吐
息
つ
き
、
か
く
れ
遊
び
に
思
は
ず
も
い
ち
ノ
ー
聞
と
る
館
の
大
事
き
の
ふ
ふ
し
き
に
黒
糸
が
落
せ
し
文
を
ひ
ろ
い
し
も
日
頃

し
ん
か
み
と
く

ふ
と
こ
ろ
て
あ
そ
び
ふ
ゑ
と
り
い
だ
あ
い
づ

信
ず
る
神
の
徳
ヱ
、
か
た
じ
け
な
や
あ
り
が
た
や
ト
ふ
し
お
が
み
つ
、
懐
よ
り
手
遊
の
笛
取
出
し
合
図
と
お
ぼ
し
く
ふ
き
な
ら
せ

と
も

か
た
つ
き
や
ま
ほ
そ
み
ち
う
か
ｆ
ふ
じ
き
ね
と
も

（
供
を
も
つ
れ
ず
ふ
じ
の
方
築
山
の
細
道
を
め
ぐ
り
て
あ
た
り
を
伺
ひ
ノ
ー
ベ
実
朝
さ
ま
さ
い
せ
ん
の
お
ふ
み
ゆ
ゑ
い
か
な
る

》
」
○
戸
」
」
愛
ご

う
へ
み
実

事
か
と
氣
づ
か
わ
し
く
さ
い
ぜ
ん
植
ご
み
に
身
を
ひ
そ
め
ベ
サ
ァ
お
ま
ち
ど
う
を
（
さ
つ
し
な
が
ら
い
よ
ノ
ー
く
わ
き
う
に
せ
ま

だ
い
じ
ふ
じ
実

一
）
ｎ
戸
）

こ
の
さ
れ
と
も

じ
つ

っ
た
大
事
ベ
ャ
、
イ
ヤ
だ
い
じ
な
い
わ
た
し
の
そ
ば
へ
お
よ
り
あ
そ
ば
せ
い
ま
め
か
し
い
事
な
が
ら
此
実
朝
を
し
ん
実
に
か
わ

ふ
じ
こ
の
こ

ひ
と
ゐ
そ
の
と
き

じ
つ
こ

ゆ
う
あ
な
た
ハ
お
ぼ
し
め
す
か
ベ
ァ
ノ
此
子
と
し
た
こ
と
が
人
の
居
ぬ
其
時
ハ
わ
た
し
も
実
ハ
子
の
あ
し
ら
ひ
お
ま
へ
と
て
も

し
ん
せ
つ
は
魁

実

心
切
に
母
よ
ノ
ー
と
し
た
う
も
の
い
と
し
う
な
う
て
な
ん
と
せ
う
く
さ
や
う
な
ら
わ
た
く
し
が
い
た
Ｆ
き
た
い
も
の
が
あ
る

ふ
じ

実

い
の
ち
く
だ

ぬ
き

し
ら
は
し
た
う
ご
き

ふ
じ
し

ベ
ヲ
、
な
ん
な
り
と
あ
げ
う
は
い
な
く
ほ
か
で
も
な
い
お
命
を
下
さ
り
ま
せ
と
抜
は
な
す
白
匁
の
下
を
動
も
や
ら
ず
、
ハ
テ
死
ね

し

実
こ
、
ろ

な
ら
死
に
も
せ
う
マ
ァ
さ
わ
が
ず
と
わ
け
を
し
づ
か
に
い
う
た
が
よ
ひ
ベ
ハ
、
ァ
あ
つ
ば
れ
の
お
ん
た
ま
し
い
そ
の
お
心
に
ほ
れ
ま

ね
く
だ

》
）

お
や
ぎ

い
き

も
と
か
く
ど

し
た
だ
か
れ
て
森
て
下
さ
り
ま
せ
サ
、
お
ど
ろ
き
ハ
御
も
つ
と
も
親
に
不
義
を
し
か
く
る
か
ら
ハ
生
て
い
ぬ
の
ハ
元
よ
り
覚
悟
お

い
の
ち
く
だ

ま
う
し

も
し
こ
の
こ
ひ

と
き

か
た

う
ち
ゑ
み
ふ
じ

命
を
下
さ
れ
と
申
た
の
ハ
若
此
感
が
か
な
は
ぬ
時
ハ
も
ろ
と
も
に
ト
よ
り
そ
ひ
給
ヘ
バ
ふ
じ
の
方
に
っ
こ
り
と
打
笑
給
ひ
、

せ
か
い
を
ん
な
み
ち
れ
ん
ぼ
実

世
界
に
女
も
な
い
や
う
に
道
に
そ
む
い
て
わ
ら
は
へ
感
慕
な
ん
ぞ
こ
れ
に
ハ
ふ
か
い
や
う
す
が
、
サ
ァ
そ
の
こ
と
ハ
あ
か
ら
さ
ま
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と
い
う
次
第
で
濡
れ
場
へ
続
く
わ
け
で
あ
る
が
「
修
紫
田
舎
源
氏
』
の
該
当
箇
所
（
第
二
編
下
冊
、
十
四
ウ
十
五
ォ
）
は
、

あ
と
ま
つ
か
ぜ
ふ
そ
み
と
う
ひ
か
り
か
げ
し
ん
や
し
ろ
う
ち
と
ち
や
う
た
で
み
つ
う
ぢ

後
は
松
風
吹
き
添
ひ
て
、
御
灯
の
光
影
う
す
く
、
い
と
深
ｊ
、
た
る
社
の
内
、
斗
帳
か
、
げ
て
立
ち
出
る
光
氏
、
ほ
っ
と
ぱ
か
り

と
い
き

か
く
あ
そ
お
も

き
、
や
か
た
だ
い
じ
き
の
ふ
ふ
し
ぎ
し
ら
い
と
お
と
ふ
み
ひ
ろ

に
吐
息
を
つ
き
、
「
隠
れ
遊
び
に
思
は
ず
も
、
い
よ
ノ
ー
聞
き
と
る
館
の
大
事
。
昨
日
不
思
議
に
白
糸
が
、
落
せ
し
文
を
拾
ひ
し
も
、

ひ
ご
ろ
し
ん
か
み
と
く

あ
り
が
た
ふ
を
が
ふ
と
こ
ろ
て
あ
そ
ふ
え
い
だ
あ
い
づ
お
ぽ

日
頃
信
ず
る
神
の
徳
、
あ
ら
か
た
じ
け
な
や
有
難
や
」
ト
、
伏
し
拝
み
つ
、
懐
よ
り
、
手
遊
び
の
笛
と
り
出
し
、
合
図
と
思
し
く

ふ
な

と
も
つ
ふ
ぢ
か
た
つ
き
ほ
そ
み
ち

あ
た
う
か
ｆ

み
つ
う
ぢ
さ
ま
ふ
え
わ
き

吹
き
鳴
ら
せ
ば
、
供
を
も
連
れ
ず
藤
の
方
、
築
山
の
細
道
を
、
め
ぐ
り
て
辺
り
を
窺
ひ
ノ
ー
、
「
光
氏
様
、
笛
の
音
を
聞
い
た
な
ら
、

し

や
し
ろ
し
の
こ

ひ
ね
ぶ
み
た
も
と
心
．
た
ま

こ
と
き
づ
か
さ
い
ぜ
ん

人
に
知
ら
さ
ず
此
社
へ
、
忍
ん
で
来
よ
と
の
お
捻
り
文
、
快
へ
入
れ
給
ひ
し
ゆ
ゑ
、
い
か
な
る
事
か
と
気
遣
は
し
く
、
最
前
よ
り

せ
ん
す
ゐ
ど
ぱ
し
わ
た
み
ひ
そ

お
ん
ま
ち
ど
を
さ
つ

く
わ
き
う
せ
ま
だ
い
じ

だ
い
じ

泉
水
の
、
土
橋
を
渡
り
身
を
潜
め
」
「
さ
ァ
御
待
遠
を
ば
察
し
な
が
ら
、
い
よ
ノ
ー
火
急
に
迫
っ
た
大
事
」
「
や
」
「
い
や
大
事
な
い

わ
た
く
し

よ

い
↑
工

み
つ
う
ぢ
し
ん
じ
つ
か
わ
ゆ
お
ぽ
め

私
の
、
そ
ば
へ
お
寄
り
あ
そ
ば
し
ま
せ
。
今
め
か
し
き
こ
と
な
が
ら
、
此
光
氏
を
真
実
に
、
可
愛
う
あ
な
た
は
思
し
召
す
か
」

ゐ

と
き

じ
つ

し
ん
せ
つ
は
心
‐

「
あ
の
此
子
と
し
た
こ
と
が
、
人
の
居
ぬ
そ
の
時
は
、
わ
た
し
も
実
の
子
の
あ
し
ら
ひ
、
そ
な
た
と
て
も
親
切
に
、
母
よ
ノ
ー
と

し
た

い
と

な
ん

さ
や
う
わ
た
く
し
い
た
ざ

も
の

な
ん

慕
ふ
も
の
、
愛
し
う
な
う
て
何
と
せ
う
」
「
左
様
な
ら
私
が
、
頂
き
た
い
物
が
あ
る
」
「
ヲ
、
何
な
り
と
や
ら
う
わ
い
な
」
「
ほ
か
で

い
の
ち
く
だ

ぬ
は
な
し
ら
は
し
た
う
ご

し

し

ぎ
や
う
さ
ん
さ
わ

も
な
い
、
お
命
を
下
さ
り
ま
せ
」
卜
抜
き
放
す
、
自
刃
の
下
を
動
き
も
や
ら
ず
、
「
は
て
死
ね
な
ら
ば
死
に
も
せ
う
、
仰
山
に
騒
が

わ
け
し
づ
い
お
ほ
ぢ
お
ん
ち
す
ぢ

お
ん
た
ま
し
ゐ

ほ

だ

ず
と
、
訳
を
静
か
に
言
ふ
が
よ
い
」
「
は
、
ァ
、
さ
す
が
祖
父
の
御
血
筋
、
あ
つ
ば
れ
の
御
魂
そ
の
お
心
に
惚
れ
ま
し
た
抱
か
れ

い
↑
ま

こ
、
ろ
た
け
ふ
み
ふ
じ
な
に
な
に
り

に
ハ
ど
う
も
今
ハ
ま
う
さ
れ
ぬ
心
の
丈
を
文
に
か
き
そ
っ
と
お
わ
た
し
ま
う
し
ま
せ
う
ベ
ホ
ン
ニ
何
か
ら
何
ま
で
も
利
は
つ
な
お

》
）

ひ
ご
ろ

こ
よ
ひ
し
ぎ

あ
さ
ゆ
う

一
」
０
レ
ー

実

子
じ
や
と
日
頃
か
ら
お
も
ひ
が
け
な
く
今
宵
の
仕
義
わ
た
し
も
朝
夕
そ
な
た
の
事
ハ
と
ひ
っ
た
り
と
よ
り
そ
ヘ
バ
ベ
そ
ん
な
ら

お
も
く
だ

か
ほ
み
あ
は
く
ち
く
ち

思
ふ
て
下
さ
り
ま
し
た
か
ヱ
、
お
う
れ
し
う
ご
ざ
り
ま
す
と
し
が
み
つ
い
て
い
だ
き
し
め
顔
見
合
せ
て
ロ
ト
ロ
チ
ウ
ノ
叫
八
～
卜
し
ば

き
ね
と
も

か
た
わ
け

ら
く
す
い
て
実
朝
ハ
ふ
じ
の
方
の
い
も
じ
を
か
き
分
…
…
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魯文の艶本

全
く
省
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
『
修
紫
田
舎
源
氏
」
が
多
く
艶
本
化
さ
れ
た
素
材
で
あ
る
こ
と
は
、
林
美
一
一
秘
版
源
氏
絵
」
（
緑
園
書
房
、
一
九
六
五
年
）
な
ど

を
参
照
の
こ
と
。

と
い
う
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
『
修
紫
』
の
本
文
（
仮
名
ば
か
り
）
を
適
宜
省
略
し
つ
つ
引
用
し
て
漢
字
を
宛
て
て
書
き
直
し
て
い
る
。

話
の
運
び
に
は
適
宜
濡
れ
場
を
挿
入
し
て
い
る
以
外
、
ほ
ぼ
『
修
紫
』
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
車
争
い
に
擬
し
た
章
段
な
ど
は

ね
く
だ

お
ど
ろ
ご

お
や
ふ
ぎ
し
か
い
も
と
か
く
ご

て
寝
て
下
さ
り
ま
せ
。
さ
、
さ
、
驚
き
は
御
も
つ
と
も
、
親
に
不
義
を
仕
掛
く
る
か
ら
は
、
生
き
て
ゐ
ぬ
の
は
元
よ
り
覚
悟
。
お

い
の
ち
く
だ

』
。
』
っ

こ
ひ
か
な
と
き

よ
そ
た
ま
ふ
ぢ
か
た

ゑ
た
ま

命
を
下
さ
れ
と
申
し
た
の
は
此
恋
が
、
叶
は
ぬ
時
は
も
る
と
も
に
」
卜
、
寄
り
添
ひ
給
へ
ば
藤
の
方
、
に
っ
こ
り
と
う
ち
笑
み
給

せ
か
い

み
ち
そ
む
わ
ら
は
れ
ん
ぽ
な
ん
ふ
か
や
う
す
こ
と

ひ
、
「
世
界
に
女
も
な
い
や
う
に
、
道
に
背
い
て
妾
へ
恋
慕
、
何
ぞ
こ
れ
に
は
深
い
様
子
が
」
「
そ
の
事
は
あ
か
ら
さ
ま
に
、
ど
う

Ｊ
ｂ
、
り

た
け
ふ
み
か

わ
た
も
う

も
つ
と

お
ぽ
め

も
今
は
申
さ
れ
ぬ
、
心
の
丈
を
文
に
書
き
、
そ
っ
と
お
渡
し
申
し
ま
せ
う
。
な
る
ほ
ど
こ
れ
で
は
尤
も
ぢ
や
と
、
思
し
召
し
た
ら

あ
す
よ

し
の
き

あ

う
し
ろ
き
、
す
ぎ
ば
え
そ
で
か
く
ぼ
ん
ぽ
り
さ
だ

明
日
の
夜
は
」
「
忍
ん
で
来
や
れ
、
会
ふ
て
や
ら
う
」
ト
、
の
た
ま
ふ
後
に
聞
き
ゐ
る
杉
生
、
袖
に
隠
せ
し
雪
洞
を
、
差
し
出
す

ひ
か
げ
あ
か
ほ
お
ど
る
さ
し
ぞ
へ
む
ね
み
つ
う
ぢ
ぼ
ん
ば
り
う
お
と
は
づ
た
も
と

火
影
に
兄
合
は
す
顔
、
は
つ
と
驚
き
差
添
の
、
刀
背
に
て
光
氏
雪
洞
を
、
そ
の
ま
、
は
た
と
打
ち
落
と
す
、
弾
み
に
狭
を
こ
ぼ

み
つ
し
よ
す
ぎ
は
え
て
ば
や
ひ
ろ

と
た
ん
な
し
の
も
の
く

よ
ふ
じ
か
た

は
づ
つ

る
、
密
書
、
杉
生
手
早
に
拾
ひ
と
る
、
途
端
に
山
名
の
忍
び
の
者
、
組
ま
ん
と
寄
る
を
藤
の
方
、
ひ
ら
り
と
外
し
て
突
き
や
る
を
、

と
お
さ
み
つ
う
ぢ

つ

こ
ほ
り
や
い
ば
い
し
の
，
も
の
た
を
ふ
こ
と
ば

取
っ
て
押
へ
て
光
氏
が
、
ぐ
っ
と
突
っ
こ
む
氷
の
刃
、
う
ん
と
も
言
は
ず
忍
び
の
者
、
そ
の
ま
、
そ
こ
に
倒
れ
伏
す
。
言
葉
は
な

わ
か

く
て
三
人
ン
は
、
別
れ
ノ
ー
に
な
り
に
け
り
。

（
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
拠
る
）
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さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん

◆
佐
勢
身
八
開
傳
二
編

さ
せ
み
は
つ
か
い
し

◆
佐
勢
美
八
開
仕
初
編

さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん
ぜ
ん
ぺ
ん

佐
勢
美
八
開
傳
前
編
叙

さ
き
き
よ
く
ど
り
し
ゆ
じ
ん
く
こ
く
い
ぬ
ど
り
ふ
る
ご
と
み
く
に
ざ
ま
よ
こ
ど
り

い
ち
ぶ
い
ん
し
よ
つ
ず

き
や
く
し
き
さ
と
み
う
し

前
に
曲
取
主
人
、
狗
國
の
犬
交
合
の
古
事
を
、
皇
朝
の
摸
に
横
領
し
て
、
一
部
の
揺
書
を
綴
り
な
せ
り
。
そ
が
脚
色
や
里
見
氏
の

い
ん
え
ん
い
ん
ぐ
わ
そ
の
こ
む
く
か
の
さ
せ
ひ
め
め
う
せ
ん
じ
せ
う
ゑ
に
し
い
と
つ
な
あ
は
に
よ
え
つ
だ
う
ぐ
た
ま
か
ず
ひ
や
く
は
ち
ぼ
ん
の
う
い
ぬ

濡
縁
揺
果
其
子
に
報
ひ
、
彼
佐
勢
姫
が
名
詮
自
性
、
赤
縄
の
絲
に
繋
ぎ
合
せ
し
、
女
悦
道
具
の
り
ん
の
玉
、
數
も
百
八
煩
悩
の
犬

あ
し
ぴ
き
と
や
ま
お
く

お
く

お
し
こ
ま

よ
が
り
ご
ゑ
に
ん
ち
く
う
ひ
へ
だ
て

に
ひ
か
れ
て
足
曳
の
、
富
山
の
奥
の
そ
の
奥
の
、
ぐ
っ
と
お
く
ま
で
押
込
れ
、
ア
レ
モ
ゥ
ど
ふ
も
の
喜
悦
声
、
人
畜
有
非
の
隔
は
あ

い
ん
や
う
じ
ゃ
う

こ
と

か
わ
め
お
と
ほ
ら
ず
ま
ひ

き
う
け
や
つ
こ
み
や
と

ち
ん
せ
つ
き
わ
そ
の
ま
、

れ
ど
陽
」
陰
の
情
か
わ
る
事
な
く
、
替
ら
ぬ
女
夫
の
洞
住
居
、
そ
の
氣
を
受
て
八
の
子
を
、
身
に
宿
し
た
る
弥
説
奇
話
を
、
其
儘

い
け
ど
る
ゐ
ち
や
う
す
ほ
ん
て
ど
だ
い
と
ぼ
し

れ
い
お
の
れ
す
き
み
ち

こ
の
ほ
ん
あ
ら
ば
ち
は
じ
め
す
こ

生
捕
居
茶
臼
の
本
手
を
礎
に
揺
犯
か
く
る
は
、
例
の
自
己
が
好
色
の
道
』
ま
だ
揺
本
の
發
端
ゆ
ゑ
開
場
は
少
し
か
た
け
れ
ど
、

に
ど
め

や
わ
ノ
ー

あ
ん
ば
い
ぬ
れ
ば

む
ら
さ
め
ま
る
わ
ざ
も
の
さ
や

う
ち
し
の
は
ま
ぢ
う
け
み

こ
編
目
あ
た
り
は
利
々
と
よ
い
塩
梅
に
濡
場
の
し
う
ち
、
村
雨
丸
の
業
物
を
、
鱸
を
は
づ
し
て
打
ふ
る
信
乃
濱
路
が
受
身
に
び
つ

と
い
ん
す
ゐ
き

と
こ
ろ
お
ひ
ノ
、
め
か
け

ご
た
い
く
つ
ご
ら
ん
ほ
ど

し
よ
り
と
、
お
ほ
ひ
か
、
り
し
吐
淫
の
水
氣
、
こ
っ
て
り
と
し
た
所
ま
で
追
々
お
眼
に
鯛
ま
す
れ
ば
、
御
退
屈
な
く
御
覧
」
の
程

き
い
く
え
こ
ひ
ね
が
よ
な
べ
ね
や
ぴ
や
う
ぶ
う
ち
か
う
ぢ
よ
の
ぶ

を
氣
が
幾
重
に
も
希
ふ
と
、
夜
職
の
閨
の
屏
風
の
中
か
ら
口
序
め
か
し
て
述
る
も
の
は

と
う
と
い
ん
じ
ゃ
う
ぼ
ん
い
つ
か
の
ぐ
わ
ん
そ
つ
ま
ど
ひ
の
い
ん
し
や
か
う
あ
ん
の
あ
る
じ

東
都
揺
情
本
一
家
元
祖
、
妻
懲
揺
士
野
交
庵
主
人

ほ
ぼ
さ
ん
じ
ん
ら
ん
て
い
い
ろ
ぶ
み

慕
々
山
人
、
乱
亭
伊
呂
文
、
◇
［
印
］

く
さ
き
め
だ
き

こ
ろ

ふ
で

草
木
も
芽
出
す
、
氣
さ
ら
ぎ
の
頃
、
び
ん
ノ
ー
毫
を
お
や
か
し
て

さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん
だ
い
に
へ
ん

佐
勢
美
八
開
傳
第
二
編
序

－136－



魯文の艶本

さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん

◆
佐
勢
身
八
開
傳
三
編

八
開
傳
端
像
序
詞

い
る
こ
の

さ
か
つ
き
そ
こ

お
か
き
は
し

け
と
ほ
ち
か
こ
の
み
ち
な
か

色
好
ま
ざ
ら
む
お
の
こ
は
玉
の
杯
底
な
し
と
な
ら
ひ
が
丘
の
木
の
端
は
い
へ
り
け
る
実
に
や
遠
く
て
近
き
は
此
道
の
中
ら
ひ
に

う
れ

お
と
こ
お
み
な
ち
き

お
の
れ
そ
の

せ
い
ち
よ
ふ
て

て
楽
し
く
嬉
し
き
も
ま
た
男
女
の
契
り
ぞ
か
し
余
其
む
つ
ひ
こ
と
の
ざ
ま
を
清
女
が
筆
の
す
さ
び
」
に
は
似
る
へ
う
も
あ
ら
ざ
め

ま
く
ら

と
ち
ふ
み

か
つ
い
ま
よ
う
ゑ

よ
す
き
ひ
と

お
か
ま
く
ら

ひ
な
か
た

れ
ど
枕
さ
う
し
て
ふ
冊
に
も
の
し
且
今
様
の
繪
さ
へ
く
わ
え
て
四
方
の
好
人
に
ざ
つ
く
る
も
な
ら
び
か
丘
の
枕
な
ら
へ
し
雛
形
に

》
っ
は

か
く
い
ろ
み
ち
そ
こ
ぬ
け
よ
は
つ
ま
い
ん
し

も
な
ら
ざ
め
や
と
の
婆
こ
、
ろ
に
ぞ
有
け
る
斯
い
ふ
は
色
の
道
に
底
抜
と
呼
ば
れ
ぬ
る
妻
懲
の
揺
士

閏
皐
月
季
旬

慕
々
散
人
戯
記
◇

た
い
い
ん
い
ち
ぎ
か
く

ら
う
し
め
う
げ
ん
む
く
よ
い
ん
ぼ
う
ほ
、
さ
ん
じ
ん
か
つ
と
う
ど
こ
ひ
お
か
や
が
う
あ
ん
い
ん
し
つ

大
揺
は
交
合
に
陰
る
と
、
老
子
の
妙
言
宜
な
る
か
な
。
余
が
婬
朋
慕
々
山
人
、
曽
て
東
都
の
懲
ヶ
岡
に
、
野
合
庵
て
ふ
揺
室
を

イ
ロ
ノ
ト
モ

か
の
ふ
う
ら
い
な
へ
ま
ら
い
ん
い
つ
で
ん
と
だ
い
こ
の
は
っ
け
ん
で
ん
つ
ぎ
ぶ
ん
し
や
う
い
ん
び
ほ
か
し
き
よ
く
あ
ひ
じ
ゃ
弓

か
ま
え
、
彼
風
來
が
瘻
隠
の
揺
逸
傳
を
礎
と
し
て
、
此
發
顕
傳
を
綴
り
な
せ
り
。
そ
が
文
章
の
揺
微
あ
る
や
、
外
色
欲
の
愛
情
を

も
つ
ば
の
べ
う
ち
ほ
つ
ぼ
だ
い
か
ん
ち
や
う
そ
も
ノ
ー
し
き
ぶ
げ
ん
じ
も
の
が
た
り
り
た
く
ご
き
ん
ぺ
い
ぱ
い
ご
と
わ
か
ん
い
つ
、
い
わ
じ
る
し
お
も
て

専
ら
述
、
内
發
菩
提
の
勧
懲
を
こ
め
り
。
抑
」
式
部
が
源
氏
物
語
、
李
卓
吾
が
金
瓶
梅
の
如
き
、
和
漢
一
對
の
淫
書
に
し
て
、
面

き
ん
し
ゆ
う
だ
い

こ
魁
ろ
い
ん
ら
ん
し
く
み
お
ほ

そ
れ
か
く

あ
ら
は

い
づ
か
け
つ
ば
く
よ
ぼ
も
せ
ん
せ
い

に
錦
繍
を
題
す
れ
ど
も
、
心
に
揺
乱
の
脚
色
多
か
り
。
夫
隠
れ
た
る
と
現
れ
た
る
と
、
何
れ
欲
潔
白
な
る
べ
き
や
。
余
は
慕
々
先
生

し
き
た
く
ご
か
み

あ
軽
ら
ん
て
い
い
つ
か
ふ
う
ち
や
う
じ
つ
れ
ん
じ
ゃ
う
ぼ
ん
お
や
だ
ま
た
通
へ
み
る
ひ
と
し
つ
ば

を
し
て
、
紫
姫
卓
吾
が
筆
冠
た
ら
し
む
。
鳴
呼
乱
亭
の
一
家
の
風
調
、
実
に
感
情
本
の
親
玉
と
称
ん
。
看
官
十
把
ひ
と
か
ら
げ
に
」

み
そ
く
そ
こ
ん

う
ん
ノ
ー

味
噌
と
尿
と
を
混
ず
る
こ
と
な
か
れ
と
云
云れ
ん
た
い
い
ん
し
け
つ
な
か
ま
そ
と
さ
く
ら
だ
い
る
お
と
こ

感
岱
揺
士
の
龍
陽
友
、
外
桜
田
の
好
男
子
、
喜
婦
亭
の
あ
る
じ
、
揺
里
し
る
す

さ
み
だ
れ
ま
た

い
、
つ
く

五
月
雨
に
股
ぐ
ら
の
、
ぴ
し
よ
ｊ
、
し
め
る
夕
辺
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※
「
閏
皐
月
季
旬
」
は
「
安
政
四
年
閏
五
月
下
旬
」
。

中
本
三
編
三
冊
。
〔
安
政
四
年
刊
〕
二
月
・
五
月
・
閏
五
月
〔
序
〕
。
「
佐
勢
川
茶
子
画
」
（
外
題
）
〔
品
川
屋
久
助
板
〕
・
後
ろ
表
紙
の
意
匠
は

「
五
七
桐
紋
に
源
氏
香
」
園
文
研
本
〈
三
編
欠
〉
と
架
蔵
本
の
三
編
に
残
存
し
て
い
る
）
。
こ
れ
が
「
品
川
屋
久
助
」
が
別
本
で
用
い
て
い
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
品
川
屋
板
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
錦
絵
風
摺
付
表
紙
、
見
返
と
口
絵
と
に
は
重
摺
り
を
施
す
（
後
印
の
内
田
本
に

さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん

は
省
か
れ
て
い
る
）
。
外
題
「
佐
世
身
八
開
傳
（
初
編
・
散
編
・
三
編
こ
、
見
返
題
「
さ
せ
み
八
開
傳
（
初
編
・
二
編
・
三
へ
ん
こ
、
序
題
「
佐
勢
身
八
開
傳

ぜ
ん
ぺ
ん
さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん
だ
い
に
へ
ん
さ
せ
み
は
つ
か
い
し
さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん
さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん

前
編
叙
・
佐
勢
身
八
開
傳
第
二
編
序
・
八
開
傳
端
像
序
詞
」
、
内
題
「
佐
勢
美
八
開
仕
前
集
・
佐
勢
身
八
開
傳
二
編
・
佐
勢
身
八
開
傳

さ
せ
み
は
つ
か
い
し
ぜ
ん
し
う
さ
せ
み
は
つ
か
い
で
ん
ざ
せ
み
は
つ
か
い
て
ん

三
編
」
、
尾
題
「
佐
勢
美
八
開
仕
前
集
終
・
佐
勢
身
八
開
傳
二
編
終
・
佐
勢
身
八
開
傳
三
編
大
尾
」
と
初
編
と
二
三
編
の
間
で
微
妙
に
差
異

が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
編
は
一
丁
当
り
十
行
で
、
ほ
ぼ
総
ル
ビ
に
近
い
中
本
型
読
本
風
の
板
面
を
持
つ
が
、
挿
絵
に
も
本
文
が
入

り
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
二
編
以
降
は
一
丁
当
り
十
一
行
で
文
字
も
小
さ
く
か
な
り
振
仮
名
が
省
か
れ
て
い
て
切
附
本
風
の
板
面
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
初
編
と
二
三
編
の
間
で
出
板
に
関
す
る
若
干
の
方
針
変
更
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
摸
写

し
た
図
版
が
入
れ
ら
れ
た
孔
版
に
よ
る
翻
刻
本
が
存
す
（
禾
口
庵
文
庫
蔵
）
。

本
作
は
比
較
的
丁
寧
な
八
犬
伝
の
改
作
で
あ
り
、
登
場
人
物
名
に
そ
れ
ら
し
い
工
夫
を
凝
ら
し
た
上
で
、
以
下
の
通
り
、
原
作
の
名

場
面
を
繋
げ
て
八
犬
士
を
全
員
登
場
さ
せ
、
大
団
円
ま
で
筋
を
運
ん
で
い
る
。
上
に
章
題
、
中
に
登
場
人
物
名
、
下
に
場
面
を
記
し
て

み
た
。だ

い
い
つ
し
や
う
ば
ん
の
う
ざ
く
ら

第
一
章
煩
悩
の
犬
櫻

だ
い
に
し
や
う
わ
か
ぎ
や
り
う
め

第
二
章
若
木
の
鎗
梅

だ
い
さ
ん
し
や
う
と
や
ま
し
ら
も
、

第
三
章
富
山
の
白
桃

い
ん
ぷ
の
い
ふ
よ
し
ざ
ね
さ
せ
ひ
め
い
ん
く
わ

里
見
揺
婦
大
輔
好
核
佐
勢
姫
揺
果

か
な
ま
ら
だ
い
す
き
か
り
た
か
た
ま
づ
さ

金
勢
大
好
鳫
高
妾
玉
章
調
平
如
是
畜
生
春
心
発
動

慕
大
和
尚
り
ん
玉

〔
八
玉
飛
散
〕

〔
発
端
〕
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魯文の艶本

ま
た
、
八
犬
女
に
つ
い
て
も
全
員
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り

第第第第第第
十九八七六五
章章章章章章

だ
い
し
し
や
う
む
さ
し
の
し
の
す
魁
き

第
四
章
武
蔵
野
の
篠
芒も

と

第
十
一
章
新
女
山
二
本
柳

マ
マ

ま
た
魁
ぴ

第
十
一
章
猫
塚
の
天
蓼

い
し
は
ま
を
と
こ
へ
し

第
十
三
章
石
濱
の
男
郎
花

な
め
り
か
は
つ
ぢ
は
な
，

第
十
四
章
滑
川
の
辻
が
花

た
て
や
ま
や
ち
よ
つ
ぱ
き

第
十
五
章
舘
山
の
八
千
代
椿

は
つ
か
い
し
巾
や
は
な

第
十
六
章
八
開
士
の
閨
の
花

か
う
り
う
か
く
か
は
ら
な
で
し
こ

交
流
閣
の
河
原
撫
子

い
り
え
す
も
ひ
と
り
ぐ
さ

入
江
の
角
力
取
草

と
し
ま
あ
ぢ
き
い

豊
島
の
紫
陽
花

わ
か
れ
つ
り
し
の
ぶ

離
別
の
釣
葱

ま
ら
づ
か
ふ
し
こ
ぶ
ま
つ

磨
羅
塚
の
節
瘤
松

み
だ
ざ
き
し
ゃ
く
や
く

乱
れ
咲
の
埼
薬

と
ぼ
し
さ
ほ

犯
棹
二
郎

額
蔵

と
う
け
つ

犬
山
道
穴

音
根
曳
手
一
夜
荘
助
ひ
な
き
ぬ

赤
岩
一
角
犬
村
角
太
郎
雛
衣
舩
虫

ま
く
は
り
だ
い
き
つ
れ
た
け

な
さ
け
の

馬
加
大
記
常
武
開
牛
楼
情
野
・
犬
坂
毛
野

よ
こ
と
り
か
り
む
ら

成
氏
横
取
鳫
村

古
那
屋
文
五
兵
衛

あ
ふ
つ
か
す
き
ろ
く

逢
塚
信
乃
濱
路
好
六

す
き
だ
ど
ん
の
か
み
も
と
ふ
じ

ょ
し
み
ち

好
田
権
頭
素
藤
妙
ち
ん
里
見
好
道

し
が
み
き
う
ろ
く

子
上
宮
六犬

飼
現
八
が
妹
お
の
ぶ

ぬ
ひ
め
う
か
い

小
文
吾
縫
房
八
妙
開

ぬ
れ
て
よ
ぱ
い
じ

濡
手
与
倍
二

さ
ね
さ
、

核
篠
村
雨
丸

〔
濱
路
ク
ド
キ
〕

〔
円
塚
山
〕

〔
荒
芽
山
〕

〔
庚
申
山
〕

〔
対
牛
楼
〕

〔
舩
虫
最
期
〕

〔
古
那
屋
〕
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と
い
う
具
合
に
成
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
編
の
巻
末
に
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
手
の
艶
本
が
貸
本
屋
の
手
を
経
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
自
作
の
「
讃
極
誌
」
の
書
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
作
よ
り
「
讃
極
誌
」
が
先
に
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
出
来
る
。

な
お
、
近
世
以
来
、
八
犬
伝
を
艶
本
化
し
た
テ
キ
ス
ト
は
多
く
見
ら
れ
、
現
代
に
な
っ
て
も
、
鎌
田
敏
夫
『
新
・
里
見
八
犬
伝
』
上

下
（
角
川
文
庫
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
本
は
角
川
映
画
の
原
作
と
は
別
本
で
あ
る
の
で
注
意
（
？
）
が
必
要
。

め
う
か
い

て
い
ぢ
よ
な

か
た
そ
う

》
」
０
〆
」

こ
ぶ
ん
ご
こ
、
ろ
し
た
ね
さ
め

お
も
か
け

妙
開
ハ
、
さ
し
も
貞
女
と
名
を
と
り
し
賢
造
が
、
い
か
な
る
事
に
や
、
ふ
と
小
文
吾
を
心
に
慕
ひ
、
悪
て
も
覚
て
も
、
面
影
の
目

お
も
き
つ
い
ひ

こ
、
ろ

い
け
ん

ぼ
ん
の
う

に
さ
へ
ぎ
り
て
わ
す
ら
れ
ず
、
思
ひ
切
て
云
よ
ら
ん
と
思
へ
ど
、
さ
す
が
と
し
に
は
ぢ
、
心
で
こ
図
ろ
に
昊
見
す
れ
ど
、
煩
悩
の

い
ぬ
さ
り

ね
や
と
も
し
び

か
し
ぼ
ん
や
な
い
ノ
、
か
り
お
い
オ
さ
ん
ご
く
し
わ
し
る
し
く
ち

犬
去
や
ら
ず
、
閨
の
灯
火
か
き
た
て
、
、
貸
本
屋
か
ら
内
々
で
、
借
て
置
た
る
」
鯛
讃
極
誌
の
揺
耆
を
、
口
の
う
ち
で
よ
む
う
ち

れ
い
ぼ
魁
さ
ん
じ
ん
ふ
で
ゑ
か
き
た
ん
せ
い
つ
く
づ
こ
、
ろ
う
か

に
、
例
の
慕
々
山
人
が
筆
を
ふ
る
ひ
、
画
工
が
丹
精
尽
し
た
る
圖
ど
り
に
、
お
も
は
ず
心
浮
れ
。
：
…
料

犬
江
親
兵
衛
仁

犬
川
荘
助
義
任

犬
山
道
節
忠
知

犬
飼
現
八
信
道

貸桶麓謹
姫：姫：姫め

犬
村
大
角
禮
度

犬
坂
毛
野
胤
智

大
塚
信
乃
戌
孝

犬
田
小
文
吾
悌
順

す
き
ひ
め

壽
喜
姫

つ
ひ
ひ
め

都
美
姫

き
や
り
ひ
め

木
遣
姫

こ
つ
ぼ
ひ
め

小
壺
姫
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魯文の艶本

◆
開?:木き
道噂曽ぞ

旅；
課ｫ』
廼2
手ま
枕&
へ

序
題

ー

序
竺三

【
画
賛
］

私
浄
た
ぴ
ね
の
た
ま
く
ら

謹
旅
悪
廼
手
枕
序
［
弥
宝
子
］

か
ん
た
ん
り
よ
て
い
い
つ
す
い

い
ん
ら
く
き
は

る
せ
い
も
う
さ
う
ち
ん
と
う
へ
ん
し
こ
ん
た
ん
つ
く

郡
郵
旅
亭
の
一
睡
に
、
五
十
年
の
揺
樂
を
極
め
し
、
盧
生
が
夢
の
妄
想
は
、
枕
頭
片
時
の
ち
よ
ん
の
間
に
し
て
、
懇
丹
尽
す
一
冊

つ
ぎ
ど
か
ず

す
な
は

あ
て
が
き
み
ち
ノ
ー
た
は
む

と
ま

は
た
ご
や
か
り
巾
ゆ
め

に
、
六
十
九
次
の
度
數
を
と
り
し
は
則
ち
作
者
が
的
書
な
り
。
そ
が
道
路
の
戯
れ
た
る
や
泊
り
と
ま
り
の
旅
舎
に
、
假
療
の
夢
の

な
が
め
し
も
り
を
ん
な
は
し
と
つ
う
え
と
き
は
ら
こ
や

お
た
ふ
ぐ

を
り

も
の

あ
い
や
ど

か
け
流
し
、
偲
偲
女
の
箸
を
採
て
餓
た
る
時
の
腹
を
肥
し
、
お
し
く
ら
の
醜
女
も
、
ひ
も
じ
い
折
に
ま
づ
い
物
な
し
。
あ
る
は
相
宿

を
ん
な
づ
れ
よ
ぱ
ひ
せ
ん
ぢ
ん
か
け

よ
め
く
す
り
こ
う
の
う

、
う
ぢ
か
は
む
か
し

の
せ
つ
ち
ん
た
ち
ど
り
ひ
と
め
せ
き

の
女
連
に
、
夜
這
の
先
陣
駈
を
あ
ら
そ
ひ
、
四
ツ
目
藥
の
功
能
に
は
、
宇
治
川
の
昔
を
し
の
び
、
野
雪
隠
の
立
交
に
人
目
の
関
に

と
ざ
し
む
さ
し
の
と
ぽ
そ

く
さ
こ
い

こ
ひ

ぐ
ち
げ
う
き
よ

た
び

鎖
れ
て
、
武
藏
野
の
扉
を
あ
け
よ
、
あ
な
臭
の
、
尿
も
こ
も
れ
り
、
懲
も
こ
も
れ
り
、
と
の
へ
ら
ず
口
實
に
や
浮
世
は
色
の
旅
、

野
狐
蓄
賛

み
じ
ま
ひ
へ
や
め
い
き
や
う
き
み
き
や
う
め
ん

ね
が
は
く
は
紅
粉
房
、
の
明
鏡
と
な
っ
て
、
君
が
嫡
面
を
、
わ
か
た
ん

つ
り
い
か
う
け
い
ら

き
み
さ
い
え
う

ね
が
は
く
は
釣
衣
桁
の
、
輕
羅
と
な
り
て
君
が
、
細
腰
に
つ
か
ん

を
こ
、
ろ

た
ま

は
な
ま
ふ

う
か
れ
雄
の
心
、
と
ら
れ
し
魂
よ
そ
も
＼
さ
せ
る
か
さ
し
の
、
花
に
舞
て
ふ
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※
安
政
三
年
六
月
序
。
中
本
一
冊
草
双
紙
体
裁
。
板
心
「
木
曽
」
。
山
本
本
は
八
オ
「
熊
谷
」
ま
で
存
。
完
本
は
未
見
。
白
倉
敬
彦
『
絵

入
春
画
艶
本
目
録
」
に
拠
れ
ば
「
一
妙
開
芳
人
画
」
。
各
宿
場
毎
に
一
場
面
を
設
け
た
艶
本
の
一
形
式
で
あ
る
道
中
物
の
木
曽
街
道
版
。

書
誌
事
項
未
詳
な
が
ら
翻
刻
本
が
存
す
る
（
日
文
研
）
。
ま
た
、
福
田
和
彦
『
枕
旅
木
曽
街
道
六
十
九
次
」
（
浮
世
絵
グ
ラ
フ
ィ
ク
四
・
五
、

【
口
絵
】

い
も
せ

つ
け
ぶ
み
は
し

こ
い
お
も
に
い
ば
く
る
し

し
の

し
ゆ
く
ふ
け
ゆ
く
か
ね

妹
背
へ
だ
つ
る
山
々
に
は
、
艶
書
の
橋
を
わ
た
し
、
感
の
重
荷
に
意
馬
を
努
め
、
そ
っ
と
忍
ん
で
あ
い
の
宿
。
更
行
鐘
に
ま
つ

な
み
き

と
り
も
ち
て
ぴ
き
た
て
ば
き
み

か
ち
わ
た

あ
さ

ひ
ざ

ふ
か
ほ
ど
お
び
と
く
し
き
よ
く
こ
く

並
木
あ
れ
ば
、
取
持
手
引
の
立
場
あ
り
君
を
お
も
へ
ば
歩
渡
り
の
、
淺
い
川
な
ら
膝
ま
で
ま
く
り
深
く
な
る
程
帯
を
鮮
色
慾
國
の

ふ
た
す
ぢ
み
ち
き
そ
か
け
は
し

い
の
ち

つ
た

な
ん
に
よ
ち
じ
や
う

か
あ
、

二
筋
道
木
曽
の
掛
橋
な
ら
な
く
に
、
命
を
か
ら
む
蔦
か
づ
ら
は
、
男
女
の
痴
情
を
い
ひ
た
る
な
ら
ん
欲
。
鳴
呼

に
よ
っ
さ
り
と
辰
の
夏
六
妻
懲
揺
士
慕
々
山
人
題
◇

ぼ
、
さ
ん
じ
ん
じ
ん
す
い
へ
ら
ま
く
ら
さ
う
し
つ
ず
づ

○
慕
々
山
人
腎
水
を
減
し
て
枕
草
紙
を
綴
る
圖

ま
く
ら
ざ
う
し
さ
く

や
す
で
き

ま
い
に
ち
う
な
ぎ

た
け
り
も
ち

あ
ご
は
い

枕
草
紙
の
作
は
な
か
ノ
ー
易
く
は
出
来
ま
せ
ん
。
毎
日
鰻
と
玉
子
と
猛
丸
を
用
ひ
な
け
れ
ば
顎
で
蠅
だ
て
。

せ
ん
せ
い
か
り
た
く

で
か

ち
ん
ぼ
う
ふ
り
だ

か

か
ら
だ
つ
ｆ

ヘ
先
生
チ
ト
仮
宅
へ
で
も
お
出
掛
け
な
す
っ
て
一
ト
珍
宝
振
出
し
て
か
ら
書
か
な
け
り
や
お
体
が
続
き
ま
す
め
へ
。

〔
扁
額
〕
「
野
〔
慕
〕
庵
」
、
〔
本
箱
〕
「
枕
文
庫
・
揺
本
乱
書
・
艶
道
通
鑑
・
不
器
用
又
平
壹
帖
」
、
〔
掛
軸
〕
「
元
祖
不
器
用
又
平
画
」

は
づ
か
し
と
、
あ
り
し
を
け
し
て
、
我
影
に
、
わ
か
れ
て
、
君
に
あ
ふ
そ
、
う
れ
し
き
、
焉
馬
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魯文の艶本

あ
だ
な
こ
い
は
う
た
し
の
び
ね

◆
仇
懲
端
唄
の
忍
音

※
中
本
一
冊
。
當
垣
慕
文
作
、
婦
多
川
情
水
画
。
摺
付
表
紙
、
見
返
、
序
の
背
景
、
口
絵
は
色
摺
り
。
内
題
下
「
色
念
人
娘
壺
述
」
、

本
文
は
中
本
型
読
本
風
で
挿
絵
中
に
も
本
文
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

し
の
ば
ず

む
か
ふ
じ
ま

か
め
い
ど

た
か
な
は

に
ほ
ん
ぱ
し

口
絵
第
一
図
「
淺
草
」
、
第
二
図
「
不
忍
」
、
第
三
図
「
向
島
」
、
第
四
図
「
亀
戸
」
、
第
五
図
「
高
輪
」
、
第
六
図
「
日
本
橋
」
、
第
七
図

あ
た
ご

「
吉
原
」
、
第
八
図
「
芝
居
町
」
、
第
九
図
「
愛
宕
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
か
ふ
も
り
」
「
し
の
ぶ
こ
ひ
ぢ
」
「
ひ
と
よ
あ
く
れ
ば
」

「
ひ
と
こ
ゑ
」
「
な
が
き
よ
」
「
か
つ
ら
川
」
「
こ
ひ
し
／
～
」
「
い
る
が
あ
る
」
な
ど
相
応
し
い
端
唄
が
附
さ
れ
て
い
る
。

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、
一
九
九
一
年
）
に
不
完
全
な
が
ら
翻
刻
紹
介
が
あ
る
。

は
う
た
じ
ふ
に
け
い
ぢ
よ

端
唄
十
二
景
叙

は
る
さ
め
つ
め
ぴ
き

ぬ
る
し
を
り

わ
が
も
の
こ
ご
ゑ
お
き
ご
た
つ
ゆ
び
に
ん
ぎ
や
う
み
ち
び
ゆ
き
と
も
の
ど
き
か

く
う
ぶ
こ
ひ

春
雨
の
爪
弾
、
し
っ
ぽ
り
濡
る
枝
折
と
な
り
、
我
物
の
小
聲
、
置
巨
燵
の
指
人
形
を
導
き
雪
巴
の
咽
を
聞
せ
て
、
屏
風
が
徹
の

な
か
だ
ち

た
ま
が
は
ふ
し

み
づ
ゆ
き
は
だ
あ
は
し
つ
か
い
お
ん
ぎ
よ
く
よ
た
く

は
な
な
ら
か
こ
ひ
も
の

仲
立
と
な
り
、
玉
川
の
節
を
ま
は
し
て
水
に
さ
ら
せ
し
、
雪
の
肌
を
合
す
な
ん
ど
、
悉
皆
音
曲
の
餘
澤
に
し
て
、
鼻
を
鴫
す
囲
女
、

ど
ろ
み
づ
す
む
く
ら
う
と
は
う
た
こ
の
ま
こ
、
り
た
と
く

お
て
ん
ば
こ
心
ろ

お
に
に
よ
う
ぼ

泥
水
に
住
寶
婦
、
い
づ
れ
か
端
唄
を
好
ざ
ら
ん
。
さ
れ
ば
小
唄
の
徳
に
は
、
た
け
き
」
侠
婦
の
心
を
あ
ぢ
に
し
、
鬼
の
女
房
の

き
じ
ん

う
か
み
づ
で
う
し
か
の
に
あ
が
に
せ
さ
ん
せ
ほ
ん
て
う
し
ほ
ん
ね
い
だ
い
は
ゆ
る
よ
み
う
た
ざ
は

鬼
神
さ
へ
、
ち
ょ
っ
と
浮
る
、
水
調
子
。
彼
二
上
り
の
二
廿
三
出
と
、
本
調
子
の
本
音
を
出
す
も
、
所
謂
讃
と
歌
澤
な
る
く
し

り
う
か
う
う
ら
が
し
じ
や
う
だ
ん
ば
く
ぼ
だ
ん
い
と
ま
げ
い
し
ゃ
や
は
う
た
か
く
ど
き
魁
ち
り
が
み
ふ
ん
で
そ
め
ぶ
つ
融
け
し
る
す
も
の

柳
巷
の
裏
河
岸
、
情
談
泊
に
慕
談
の
間
、
歌
妓
舎
の
端
唄
を
、
壁
越
し
に
聞
な
が
ら
、
塵
紙
に
筆
を
染
て
、
當
即
に
題
個
は

諜
埋
熟
弾
記
［
癖
］

ひ
つ
と
う
の
は
ふ
か
ん

筆
頭
常
間
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い
ん
へ
ん
し
ん
け
い
ば
い

◆
淫
篇
深
閨
梅
前
輯

あ
だ
な
こ
い
は
う
た
し
の
び
ね

し
き
ち
う
し
ん
じ
や
う
く
つ
ぴ
ん
ふ
う
み

内
題
「
仇
懲
端
唄
の
忍
音
」
の
脇
に
「
色
中
の
深
情
は
別
品
の
風
味
」
と
あ
る
。
序
文
で
も
「
古
今
集
仮
名
序
」
を
踏
ま
え
て
い
た
が
、

お
よ
そ
い
き

う
た
こ
の

い
ま
う
た
ざ
は
な
が
れ
ひ

さ
い
ノ
ー
し
ん
も
ん
く
は
な

冒
頭
も
「
凡
生
と
し
い
け
る
も
の
い
づ
れ
か
吾
を
好
ま
ざ
ら
ん
當
時
寄
沢
の
流
日
に
ひ
に
は
び
こ
り
再
々
の
新
撰
文
句
に
は
鼻
を
な

か
こ
ゐ
め
ど
ろ
み
づ
す
む
く
ろ
う
と
た
ち
こ
い
ろ
お
に
に
や
う
ぼ
き
じ
ん
ぐ
ひ
こ
う
し
ょ
く
も
の
な
ぢ
よ
こ
う

よ
び
お
ん
な

ら
す
囲
女
泥
水
に
住
寶
婦
等
の
意
を
と
ら
か
し
鬼
の
女
房
の
鬼
神
を
も
つ
ま
み
喰
す
る
好
色
者
そ
の
名
も
女
好
と
み
づ
か
ら
号
女
と

み
て
あ
た
ま
か
だ
れ
こ
ひ
い
ん
と
う
ほ
う
い
つ
す
き
も
の
し
や
う
ず
お
ん
な

も
の
ず
き

見
れ
ば
手
當
り
任
せ
誰
で
も
懲
の
揺
蕩
放
逸
好
こ
そ
物
の
上
手
に
て
女
た
ら
し
の
物
好
…
：
．
」
と
あ
る
。
趣
向
と
し
て
は
、
端
唄
本
を

沢
山
出
し
て
い
る
魯
文
の
自
家
薬
篭
中
の
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ろ
う
め
み
か
い
こ
う

て
い

き
む
す
め

な
ぞ
ら

き
や
り
う
め
え
だ

い
き
ほ

色
づ
く
梅
の
未
開
紅
は
、
ま
た
手
入
ら
ず
の
木
娘
に
や
。
擬
ぶ
へ
く
、
氣
を
遣
梅
の
枝
ぶ
り
は
、
に
よ
つ
き
り
と
し
た
勢
ひ
あ

う
め

う
つ
し
や
な
き
え
た
さ
か

あ
づ
ま
ぢ
よ
ら
う
な
が
さ
き
い
し
ゃ
う
き
み
や
こ
あ
げ
や
あ
そ

り
。
さ
れ
ば
梅
が
香
を
さ
く
ら
に
移
、
柳
の
枝
に
咲
せ
た
ら
ん
は
、
吾
妻
女
郎
に
長
嵜
の
、
衣
裳
を
着
せ
、
花
路
の
揚
屋
で
遊
べ

く
ら

し
や
う
よ
く
え
い
く
わ
ゆ
め
か
ん
た
ん

ま
く
ら
さ
う
し
は
な
ぬ
す
ぴ
と
さ
い
け
い
い
ち
ご
く
わ
ん
ら
く
い
つ
せ
く
わ
う
い
ん
よ
そ

る
に
競
へ
ん
。
そ
の
情
欲
の
栄
花
の
夢
に
」
肝
膳
く
だ
く
枕
双
帯
は
、
花
盗
人
の
西
啓
が
、
一
斯
の
観
樂
一
世
の
荒
揺
、
外
の

い
る
か
お
り

こ
か
ね
か
め
て
い
け
あ
だ
ぱ
な

お
こ
な

な
に
は
も
の
が
た
り
か
ま
く
ら
や
ま
ほ
し
づ
き
よ

色
香
を
折
と
り
て
、
金
の
瓶
に
手
活
の
仇
花
、
そ
が
行
ひ
も
よ
し
あ
し
の
、
う
め
の
難
波
の
物
語
を
、
鎌
倉
山
の
星
月
夜
に
物
う

つ
く
し

さ
き
あ
ん
き
ま
、

か
み
つ
ひ
や
す
は
ら
ひ
ゑ
ぴ
ぢ
よ

ふ
ん
ど
し
け
か
た
ぐ
ひ
と

ひ
土
筆
の
ふ
で
の
先
。
暗
記
の
儘
な
る
あ
て
が
き
に
あ
っ
た
ら
紙
を
費
こ
と
笑
画
の
美
女
を
な
が
め
て
揮
を
横
す
類
ひ
に
等
し
。

こ
の
み
ち
い
ん
ら
ん

ゆ
や
の
ぞ
い
な
が
し

ち
ゃ
ん
こ
な
め
な
が

ち
し
や
う
の
ぶ

し
か
は
あ
れ
ど
も
此
道
の
揺
乱
な
る
を
い
か
に
せ
ん
浴
室
を
覗
て
流
板
を
う
ら
や
み
、
玉
門
嘗
た
し
詠
め
た
し
」
と
、
痴
情
を
述

に
ほ
ん
ほ
う

よ
あ
け
く
に
う
ま

お
も
は
き

ぶ
か
し
や
う
た
い
す
べ
あ
ひ
お
な
あ
魁
ま
ら

る
二
本
棒
な
ら
ふ
事
な
ら
夜
の
明
ぬ
國
に
生
れ
て
い
つ
ま
で
も
と
思
ひ
を
吐
だ
す
し
つ
深
も
、
情
態
都
て
相
類
じ
鳴
呼
男
根
か

び
せ
う

し
や
ァ
が
る
と
そ
寮
ろ
に
微
笑
す

深
閨
梅
自
序

’

－144－



魯文の艶本

※
中
本
二
冊
。
序
文
か
ら
前
輯
は
安
政
三
年
刊
、
後
輯
は
四
年
刊
。
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
本
二
本
（
落
丁
や
破
損
あ
り
）
も
国
文
研
本
も
一
冊

に
合
綴
し
て
あ
り
、
後
輯
の
摺
付
表
紙
は
未
見
。
表
紙
と
見
返
以
外
は
墨
摺
で
口
絵
を
備
え
る
。
本
文
は
切
附
本
風
で
挿
絵
中
に
は
仮

名
で
書
き
入
れ
が
あ
る
。
題
名
が
「
金
瓶
梅
』
を
か
す
め
て
い
る
の
は
当
然
と
し
て
、
「
揺
編
」
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
馬
琴

の
長
編
合
巻
『
新
編
金
瓶
梅
」
（
天
保
二
～
弘
化
四
）
を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
「
西
門
屋
啓
十
郎
」

め
う
ち
や
う

め
う
せ
き

と
淫
婦
「
阿
蓮
」
に
月
下
篭
の
尼
「
妙
潮
」
が
配
さ
れ
て
「
武
太
郎
」
「
妙
汐
」
の
殺
害
に
及
ぶ
‐
さ
ら
に
「
阿
蓮
」
は
「
秘
事
松
」

た
け
ま
つ

と
通
じ
て
西
門
屋
の
財
産
を
横
領
す
る
が
「
武
松
」
に
復
讐
さ
れ
る
と
い
う
筋
立
て
に
適
宜
濡
れ
場
が
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ん
へ
ん
し
ん
け
い
ば
い

◆
淫
篇
深
閨
梅
後
輯

い
ん
へ
ん
し
ん
け
い
ば
い
か
う
し
う
の
ち
よ

揺
編
深
閨
梅
後
輯
序

は
い
く
わ
ひ
ら
い
し
ゅ
ん
し
ん
は
つ
く
わ
う
ち
や
う
な
い
ゑ
ん
じ
ゃ
う
さ
か
ん

と
し
う
ち
い
ろ
づ
き
だ
ま
さ
く
む
ろ
う
め
し
の
ひ
と
よ

梅
花
開
て
春
心
を
発
し
、
黄
烏
啼
て
艶
情
盛
な
り
。
さ
れ
ば
年
の
内
よ
り
春
心
て
欺
さ
れ
て
咲
室
の
梅
、
忍
び
て
一
夜

お
ふ
し
ゆ
く
ぱ
い

か
や
み
み
ち
び
き
か
ほ

ね
や
う
め
あ
ら
ぱ
ち
う
ゑ

た
お
る
こ
ひ
は
な
ぱ
さ
み
こ
つ
こ
り
う
め
わ
ら
ひ
ゑ
や
な
ぎ
ま
ね

鴬
宿
梅
、
そ
の
香
に
暗
を
導
て
薫
り
ゆ
か
し
き
閨
の
梅
、
新
鉢
植
を
む
ざ
ん
に
も
手
折
は
感
の
花
鋏
莞
永
梅
が
笑
画
を
柳
が
招
く

す
き
し
や
け
ん
ぶ
つ
こ
ぞ
ふ
う
き
り
こ
と
し
ひ
ら
し
ん
け
い
ぱ
い
だ
い
に
ば
ん
め
し
よ
ふ
み
し
ゆ
ん
く
わ
さ
き
が
け
も
と

好
者
の
看
官
、
去
歳
の
つ
ほ
み
の
封
切
を
今
年
は
開
く
深
閨
梅
、
第
二
輯
次
の
む
し
か
へ
し
、
諸
冊
の
春
画
に
魁
し
て
求
め
た
ま

へ
と
ね
が
ふ
に
な
ん

し
ゅ
ん
し
ん
は
つ
ど
う
え
て
も
の
た
つ

に
よ
つ
き

春
心
發
動
／
得
手
物
が
辰
の
と
し
／
に
よ
き
ノ
ー
如
月

ま
ど
う
め
か
す
筋
り
い
け

窓
の
梅
か
香
を
／
硯
の
池
に
う
つ
し
と
め
て

た
を
し
か
つ
ま
ど
ひ
い
ん
し

小
男
鹿
の
／
妻
乞
の
揺
士
／

乱
亭
の
あ
る
じ
／
慕
々
山
人
戯
述
◇

ま

か
ん
じ
ん

慕
々
閑
人
漫
記
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◆
鑿
鍬
憩
錘
熾
繊
初
編

啓
十
郎
・
阿
蓮
の
揺
蕩
好
智
に
対
し
て
、
武
二
郎
・
千
早
の
正
義
貞
節
を
対
置
す
る
と
い
う
勧
善
懲
悪
を
踏
ま
え
た
典
拠
を
踏
襲
し
た

、
う
は
き
ち
こ
の
し
も
も
の
が
た
り
ゆ
く
へ
ほ
ん
し
う
と
け

構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
○
浮
吉
が
事
此
下
に
物
語
な
し
。
そ
が
行
衛
は
本
輯
に
く
わ
し
く
説
り
」
（
後
輯
弘
ゥ
）
な
ど
と
読
本
め

い
た
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
「
本
輯
」
が
典
拠
で
あ
る
『
新
編
金
瓶
梅
』
で
あ
る
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
読
者
に
典
拠
を

秘
匿
す
る
気
は
見
ら
れ
ず
、
分
か
る
人
に
は
分
か
る
と
い
う
書
き
方
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ふ
う
じ
ぶ
み
こ
ひ
じ
ゃ
う
も
ん

封
文
感
情
紋
初
編
序
詞

ふ
る
き
も
つ
あ
た
ら
し
き
ぎ

し
じ
、
っ
し
ま
だ
ひ
き
ま
ゆ
げ
た
こ
い
か
あ
わ
び
ま
だ
て
い
ら
す
は
ま
ぐ
り
い
つ
く
わ
せ
た
ぐ
ね
ん
Ｊ
、
さ
い
ノ
ー

故
を
以
て
新
に
擬
す
は
、
四
十
嶋
田
の
引
眉
毛
。
蛸
の
生
た
る
紺
を
、
未
新
開
の
蛤
と
、
一
ぱ
い
喰
ゑ
類
ひ
に
し
て
、
年
々
歳
々

わ
し
る
し
さ
く
あ
い
に
な
ん
に
よ
と
り
く
み
さ
い
ノ
ー
ね
ん
い
れ
く
ふ
う
こ
ら

め
う
か
い
ば
ち

お
き
や
く
よ
が
る
し
ゆ
か
う

春
画
帖
の
、
著
述
相
似
た
る
男
女
の
交
合
、
再
々
念
入
れ
工
風
を
凝
せ
ど
、
こ
い
つ
は
妙
開
あ
ら
鉢
だ
と
、
看
官
の
喜
悦
趣
向
な

む
か
し
こ
ひ
ひ
さ
く
ら
あ
か
ゆ
も
じ
あ
け
う
ば

い
ま
む
ら
さ
き
い
ろ
あ
げ
や
ぼ
も
や
う
し
げ
き
か
り
そ
の
じ
や
う
も
ん
か
ん
よ
う

け
れ
ば
、
昔
の
懲
の
緋
桜
の
、
紅
い
二
布
の
朱
を
奪
ふ
て
、
今
紫
に
潤
色
し
、
野
暮
」
な
模
様
の
煩
多
を
冊
、
其
情
紋
の
簡
要

か
ん
も
ん

の
こ

か
の
ふ
る
ば
ち
た
れ

や
を
や
む
す
め
ぢ
う
ろ
く
さ
、
げ
て
ら
こ
せ
う
な
ま
ま
つ
だ
け
く

な
る
、
肝
文
の
み
を
残
し
と
め
、
彼
古
開
を
種
と
し
て
、
八
百
家
の
娘
の
十
六
に
角
豆
、
寺
の
胡
椒
の
生
松
茸
を
、
喰
ふ
て
は
じ

そ
ら
ま
め
あ
ら
た
つ
ぎ
れ
ん
じ
ゃ
う
ぼ
ん
さ
ね
な
が
い
つ
か
く
て
う
か
り
た
ま
づ
さ
よ
ぶ
ふ
う
ぶ
み
せ
つ
こ
ひ
じ
ゃ
う
も
ん
つ
か

け
し
蚕
豆
の
、
新
に
綴
る
感
情
本
は
、
咳
長
一
家
の
句
調
を
鵬
の
、
玉
章
と
号
封
じ
文
。
切
な
る
懲
の
情
紋
と
、
お
ぼ
束
な
く
も

よ
ぶ
こ
ど
り
こ
き
ん
で
ん
じ
ゆ
え
ん
だ
う
ひ
じ
わ
か
さ
ん
ち
ゃ
う
や
わ
ふ
み
ち
な
み

さ
ん
で
う
す
っ
ぱ
り
き
を
や
る
も
く
ろ
く

し
よ
へ
ん
い
ち
ば
ん

呼
子
鳥
。
古
今
傳
授
の
艶
道
秘
事
、
和
歌
の
三
烏
和
ら
ぐ
書
の
、
縁
因
も
」
あ
れ
ば
三
帖
で
、
全
部
稿
脱
脚
色
に
て
、
初
編
一
冊

み
す
か
み
ふ
で
ど
う
な
か
に
ぎ

翠
簾
帯
へ
、
筆
の
胴
中
お
し
掴
り
て
、
ぐ
ひ
ノ
ー
ぐ
ひ
と
か
く
の
ご
と
し

げ
だ
い
ゆ
か
り
ふ
み
づ
き
は
じ
め
つ
ま
ど
ひ
い
ん
た
く
ひ
る
と
り
い
と
ま

外
題
に
由
縁
の
文
月
初
旬
／
妻
懲
の
揺
宅
に
昼
犯
の
間

慕
々
山
人
戯
誌
◇
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魯文の艶本

ね
づ
み
そ
め
は
る
い
る
い
と

◆
鼠
染
春
の
色
糸
初
編

※
中
本
一
冊
。
「
女
好
楼
画
」
（
外
題
）
。
表
紙
・
見
返
・
序
文
の
背
景
、
口
絵
と
挿
絵
と
の
全
て
に
色
摺
を
施
す
極
め
て
美
麗
な
本
。
口

絵
第
一
図
を
左
右
と
上
に
広
げ
る
と
口
絵
第
二
図
が
現
れ
る
。
本
文
は
中
本
型
読
本
風
で
挿
絵
の
中
に
も
本
文
が
入
り
込
ん
で
い
る
。

お
す
き

敵
役
と
し
て
高
利
貸
「
釜
屋
武
兵
衛
」
「
油
屋
太
佐
兵
衛
」
が
登
場
し
、
「
色
情
院
小
姓
吉
三
郎
」
「
八
白
屋
於
七
」
「
下
女
於
好
」
「
鳶

い
、
な
づ
け
お
ひ
な

の
者
土
佐
エ
門
傳
吉
」
な
ど
が
出
て
く
る
が
、
口
絵
に
見
ら
れ
る
「
戸
倉
十
内
」
「
稲
垣
平
馬
」
「
吉
三
郎
一
言
号
於
雛
」
は
初
編
に
は
出

さ
っ
き
か
し
ほ
ん
や

ふ
う
き
り

も
つ
き

ふ
う
じ
ぶ
み

て
来
な
い
。
二
編
以
下
は
未
見
。
冒
頭
で
、
水
茶
屋
の
「
お
さ
せ
」
が
「
先
刻
貸
本
屋
さ
ん
が
封
切
だ
と
い
っ
て
持
て
来
ま
し
た
封
文

い
ふ
ち
う
ぼ
ん
よ
ん

と
題
中
本
を
讃
で
い
た
の
で
あ
り
ま
す
ョ
」
と
い
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

い
と
ぐ
ち
緒
そ
れ
い
ろ
さ
ま
か
～

な
か
ん
づ
く
ね
づ
み
い
ろ
ご
し
き
ほ
か
こ
の
ま
た
て
ん
ね
ん
い
ろ
さ
ん
し
れ
い
は
と
ば
ね
つ
み
ま
よ
か
ぜ

夫
色
に
種
々
あ
り
。
就
中
魚
色
は
五
色
の
外
の
好
み
に
し
て
、
亦
天
然
の
色
な
れ
ば
、
三
枝
の
礼
あ
る
鳩
羽
魚
も
、
迷
へ
ば
風

な
ぴ

や
な
ぎ
ね
づ
み
あ
き
ち
、
う
す
ね
づ
み
こ
ろ
ね
あ
き
ぎ
ね
づ
み
お
も
ふ
か

に
座
く
て
ふ
、
柳
煎
の
秋
さ
り
て
、
散
る
は
う
た
て
き
薄
蝋
、
は
じ
め
は
つ
い
し
た
樽
ぴ
森
に
淺
葱
蝋
と
思
ひ
し
も
、
深
く
な
る

こ
い
ね
づ
み
ひ
と
め
せ
き
は
ぎ
か
た
が
ひ
あ
ゐ
ね
づ
み
す
へ
か
う
や
ね
づ
み
こ
ん
と
ぶ
ね
づ
み
い
ろ
か
な
め

ほ
ど
濃
顛
、
人
目
の
関
を
憧
り
て
、
互
に
し
の
び
藍
蝋
、
末
は
ど
う
せ
う
高
野
魚
と
、
は
ま
り
込
だ
る
洞
顛
、
こ
、
ら
が
色
の
要

か
の
ま
め
ど
ろ
ぼ
う
く
ら
や
み
む
り
わ
、
叩
じ
ゃ
う
ね
づ
み
な
き
ま
が
ひ
ね
づ
み
か
は
り
い
ろ
こ
れ
い
る
ほ
ん
ほ
か
さ
ば
れ
ど
ろ
よ
る
た
ぞ
め

に
て
、
彼
豆
盗
児
が
烏
闇
に
、
無
理
往
生
の
顛
鳴
は
、
養
蝋
の
変
色
。
是
色
本
の
外
な
る
べ
し
。
遮
莫
と
ろ
ぼ
う
の
泥
に
因
田
染

ね
づ
み
は
た
て
ん
ね
ん
い
ろ
か
あ
、

も
、
色
は
蝋
な
れ
ば
、
将
天
然
の
色
と
い
は
ん
歌
、
臆

は
つ
は
る

ま
ん
ノ
ー
い
ん
す
い
す
ず
り
た
ら

丁
巳
年
初
春
こ
響
ろ
満
々
た
る
揺
水
を
墨
汁
石
に
滴
し
て

暮
朴
斎
述

（
句
読
点
を
補
っ
た
）
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こ
ひ
み
な
と
な
さ
け
で
し
ま

◆
感
の
湊
露
の
出
島

※
中
本
三
巻
〔
三
冊
〕
・
安
政
四
年
刊
。
国
文
研
本
は
合
一
冊
、
替
表
紙
。
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
本
は
上
巻
～
中
巻
四
丁
と
中
巻
五
丁
～
下

巻
に
二
分
割
し
、
袋
と
思
し
き
表
紙
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
原
表
紙
未
見
。
「
暮
朴
斉
著
」
丙
題
下
）
、
「
又
平
画
」
（
袋
外
題
）
。
序
以
下
、

口
絵
や
挿
絵
は
全
て
墨
摺
。
切
附
本
風
の
本
文
で
挿
絵
中
に
も
本
文
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
口
絵
中
に
「
暮
朴
斎
自
題
」
と
し
て
魯
文

つ
き
ね
づ
み
む
こ
い
り
よ
め
が
は
ぎ
さ
み
せ
ん
こ
か
げ
わ
が
お
る
う
め

作
と
思
わ
れ
る
「
月
の
蝋
婿
入
す
る
や
斎
蔦
」
「
三
絃
を
ま
く
ら
に
は
な
の
木
影
か
な
」
「
我
も
の
に
折
は
う
た
て
し
梅
の
枝
」
の
三
句

ね
ず
み
こ
も
ん
は
る
の
し
ん
が
た

が
あ
る
。
本
作
が
安
政
四
年
一
月
江
戸
市
村
座
初
演
の
黙
阿
弥
作
『
鼠
小
紋
東
君
新
形
」
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
実
録
に
基
づ
い
た
と
記
し
て
は
い
る
が
、
或
い
は
芝
居
と
同
時
期
の
出
板
を
意
図
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
鼠
色
尽
く
し

い
し
』

の
戯
文
と
な
っ
て
い
る
序
文
を
一
読
し
た
だ
け
で
も
魯
文
の
意
気
込
の
程
が
知
れ
る
。
こ
の
初
編
の
末
尾
に
「
扱
蝋
小
僧
は
、
最
も
き

ひ
と
や
つ
な
と
め

け
い
ば
つ

ふ
し
き

い
の
ち
ま
っ
た

よ
の
な
か
わ
う
ぎ
よ
う

ま
つ
や
ま
さ
い
く
わ
い

ぴ
し
く
獄
中
に
繋
き
止
ら
れ
て
刑
罰
せ
ら
る
べ
き
を
、
不
測
に
の
か
れ
命
全
く
、
再
ひ
江
湖
上
に
横
行
な
し
、
松
山
と
再
會
に
及
び
、

お
も
し
ろ
じ
つ
ろ
く
ち
ん
だ
ん

か
つ
わ
か

み
う
ら
ひ
や
う
ふ
の
す
け
ゐ
ん
き
や
く
も
の
が
た
り
だ
い
へ
ん
と
き
わ
く
あ
い
か
ん

面
白
き
実
録
の
弥
談
あ
り
。
且
、
若
草
伊
之
助
の
事
井
に
三
浦
兵
部
助
婬
虚
の
物
語
は
、
第
二
編
に
説
分
る
を
愛
看
あ
ら
せ
玉
ひ
ね

か
し
」
と
あ
る
が
、
第
二
編
は
未
見
。

こ
ひ

な
さ
け
で

懲
の
み
な
と
、
露
の
出
し
ま
序

お
ど
り
か
ね
か
け
へ
う
し
き
、
む
す
め
お
て
つ
く
と
き
あ
〔
は
〕
か
へ
つ
お
や
ま
ひ
お
ほ
が
ね
と
め
か
け
は
ら
み

踊
に
金
を
懸
た
る
拍
子
利
の
嬢
を
駅
手
の
附
べ
き
冑
に
逢
は
ね
ば
却
て
親
に
て
ん
て
こ
舞
を
ざ
せ
大
金
を
執
る
妾
と
い
へ
ど
も
孕

そ
の
と
き
お
も
と
こ
ろ
え
ん

か
魁
な
ま
も
の

は
り
か
た
と
ぼ
し
ざ
か
り
す
ご

へ
の
こ
く
あ
き
じ
ん
き
よ
せ
ん
ど

こ
ぢ
れ
る
其
時
は
思
は
い
所
へ
縁
に
つ
く
斯
れ
ば
生
物
に
」
か
つ
え
て
張
形
に
犯
盛
を
過
し
む
だ
な
間
に
喰
ひ
飽
て
腎
虚
の
先
途

み
と
ず

ま
、

う
き
よ

わ
た
し
み
う
へ
か
し
ま
こ
ひ
て
の
ひ
ら
に
ぎ
ひ
た
ち
お
び
む
す

を
見
届
け
ぬ
も
儘
に
な
ら
い
は
浮
世
と
は
お
ま
へ
と
私
が
身
の
上
と
鹿
嶌
な
る
う
ら
な
き
感
も
掌
を
握
り
て
常
陸
帯
も
結
ば
ず
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魯文の艶本

し
ゅ
ん
し
よ
く
み
な
と
の
い
り
ふ
れ

◆
春
色
港
入
婦
課
初
編

※
中
本
一
冊
。
當
書
山
人
作
、
安
政
六
年
刊
。
仏
国
立
図
書
館
本
は
洋
装
に
改
装
さ
れ
他
二
本
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
摺
付
表
紙
と
序

文
の
背
景
と
口
絵
八
図
に
色
摺
が
施
さ
れ
、
挿
絵
中
に
は
草
双
紙
風
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
第
一
図
「
し
き
し
ま
（
上
田
島
こ
（
〔
書
き
入

ほ
ん
と
う
三
、
ろ
い
き
よ

れ
〕
「
穴
の
な
か
ハ
う
づ
き
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
、
た
翻
く
じ
り
て
も
な
が
れ
で
し
か
な
」
と
は
本
当
の
心
意
気
を
詠
ん
だ
な
。
「
よ
の
中
に
た
え
て
し
ぼ
、

の
な
か
り
せ
バ
、
人
の
心
ハ
た
の
し
か
ら
ま
じ
」
）
、
第
二
図
「
宝
来
島
（
や
た
ら
じ
ま
こ
（
こ
の
図
は
左
右
に
開
く
折
り
込
み
で
通
常
の
見
開
き
の
倍
）
、

第
三
図
「
湯
島
（
大
名
し
ま
こ
、
第
四
図
「
向
嶋
（
五
本
手
し
ま
と
、
第
五
図
「
佃
島
（
関
東
じ
ま
こ
、
第
六
図
「
柳
島
（
よ
こ
じ
ま
こ
、
第

七
図
「
八
丈
島
（
あ
ゐ
じ
ま
と
、
第
八
図
「
三
河
嶌
（
立
じ
ま
こ
。

み
や
う
だ
い
む
こ
む
す
め
た
め

基
』
Ｌ
」
、
っ
、
り
↑
ま

口
絵
と
は
無
関
係
に
思
わ
れ
る
本
文
は
、
中
本
型
読
本
風
で
挿
絵
な
し
。
内
題
脇
に
「
名
代
聟
は
娘
の
為
に
是
ぞ
出
島
の
砂
糖
の
甘

ふ
か
ず
な
め
る

だ
す
を

す
け
べ
ゑ

み
」
と
あ
る
。
「
深
岡
嘗
」
と
い
う
醜
男
が
、
従
弟
の
「
出
尾
九
次
郎
」
と
い
う
美
男
を
代
理
に
し
て
、
道
具
屋
「
助
兵
衛
」
の
仲
人

に
よ
っ
て
持
参
金
付
の
嫁
「
さ
せ
子
」
を
要
る
こ
と
を
め
ぐ
る
話
柄
で
、
最
後
は
夢
落
ち
に
な
っ
て
い
る
。

し
ゅ
ん
し
よ
く
み
な
と
い
り
ふ
れ

春
色
港
の
入
婦
森
序

み
ち
の
く
に
し
き
ず

す
ひ
つ
け
た
ば
こ
な
か
だ
ち
き
く
と
き
こ
ひ
か
い
つ
し
ゆ

し
り
た
、
い

こ
ひ

み

陸
奥
に
錦
木
も
す
た
り
て
吸
付
煙
草
が
媒
す
る
と
聞
時
は
懲
寄
一
首
を
よ
む
ひ
ま
に
尻
を
厳
て
す
び
き
ぬ
る
こ
そ
繕
す
て
ふ
身
の

し
か

誉
ぞ
と
又
も
入
ら
ざ
る
緋
伽
諦
な
藍
を
ス
７
ハ
ウ
ノ
、
ハ
ァ
ノ
、
と
侭
鼠
な
燗
を
か
く
こ
と
爾
り

ほ
ま
れ
ま
た
い

と
っ
て
二
度
め
の
お
つ
立
し
ま
ハ
万
作
と
、
し
る
き
、
ひ
つ
じ
の
新
板

當
書
山
人
［
印
］
」
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※
中
本
一
冊
（
十
五
丁
）
。
草
双
紙
風
摺
付
表
紙
、
外
題
「
〔
春
色
港
の
入
ふ
れ
〕
」
、
大
弥
坊
阿
奈
垣
主
人
戯
編
、
慕
々
山
人
序
、
一
廣

開
飯
盛
両
〕
（
序
文
に
拠
る
。
口
絵
第
四
図
中
の
衝
立
に
も
「
飯
盛
」
と
あ
る
）
、
安
政
頃
力
。
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵
本
は
、
表
紙
・
序
の
背
景
・

口
絵
に
色
招
を
用
い
、
本
文
と
挿
絵
は
墨
一
色
。
見
返
～
一
オ
に
序
文
（
慕
々
山
人
）
、
口
絵
は
五
図
（
第
・
図
、
第
二
図
ヲ
ラ
ン
ス
」
、
第

三
図
「
ヲ
ラ
ン
ダ
」
、
第
四
図
「
〔
ヱ
ギ
〕
リ
ス
」
、
第
五
図
「
ナ
ン
キ
ン
」
）
、
本
文
十
丁
（
丁
付
ノ
ド
京
り
ふ
ね
一
～
十
」
）
。
六
図
あ
る
挿
絵
の
周
囲

み
よ
ざ
き
く
わ
ん
き
ら
う

こ
ぐ
お
ほ
ざ

に
は
本
文
（
仮
名
漢
字
混
じ
り
）
が
入
っ
て
い
る
。
本
文
の
冒
頭
に
「
美
代
崎
の
歓
喜
槙
に
五
ヶ
國
の
大
一
坐
」
と
あ
り
、
「
女
郎
と
ネ
ル

ら
ん
か
い
こ
う

く
る
ん
ぽ
う

と
ぼ
し

ト
ス
ル
（
西
洋
人
）
」
、
「
女
郎
と
南
京
の
乱
開
好
」
の
濡
場
を
見
た
「
昆
帯
坊
」
の
「
五
人
組
」
、
異
人
の
交
合
に
刺
戟
さ
れ
て
「
胡
蝶

や
よ

〃
い
し
ゃ

（
舞
子
）
と
千
代
元
八
代
大
夫
」
や
「
ず
る
吉
（
歌
妓
）
と
平
助
（
若
者
こ
等
の
濡
場
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
初
編
以
下
は
未
見
。

と
う
ち
か

お
み
な
み
ち
せ
い
せ
う
な
ど
ん
い

ご
と
げ
に
れ
ん
ノ
、
じ
ゃ
う
あ
い
ち
さ
と
う
み
へ
た
つ
え
に
し

遠
く
て
近
き
も
の
お
と
こ
女
の
道
と
。
清
少
納
言
が
云
へ
り
し
如
く
。
実
恋
々
の
情
愛
は
。
千
里
の
海
を
隔
と
も
。
赤
縄
に
ひ
か

い
か
り
づ
な
こ
ひ
み
あ
て
か
よ
わ
ぜ
ん
せ
い
い
つ
か
う
か
い
め
し
も
り
し
ゃ
く
し
ぜ
う
さ
き
う
つ

る
、
碇
綱
。
恋
の
み
な
と
を
目
釣
と
し
て
。
通
ひ
く
る
輪
の
全
盛
を
。
一
廣
開
飯
盛
が
。
杓
子
定
規
な
筆
頭
に
。
摸
し
と
り
た
る

し
ん
き
や
う

み
ほ

せ
か
い
ち
ず
こ
て
ん
く
つ
お
は
や
う
ふ
う
き
り
ち
き
か
～
ら
ん

写
眞
鏡
。
み
な
手
に
ふ
れ
て
港
ざ
き
の
世
界
を
縮
む
る
壺
中
の
天
地
。
晦
日
の
月
の
別
世
界
。
看
官
疾
々
封
切
を
。
直
々
御
覧
あ

み
な
ノ
ー

ね
が

れ
か
し
と
。
一
同
よ
ろ
し
う
願
ふ
に
な
ん
阿
奈
垣
の
あ
る
じ
慕
々
山
人
記
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魯文の艶本

以
上
、
不
充
分
な
が
ら
魯
文
の
艶
本
に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
の
報
告
を
記
し
て
き
た
。
し
か
し
、
未
だ
に
所
在
の
知
れ
な
い
資
料

が
存
す
る
し
、
古
書
目
録
で
発
見
し
て
注
文
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
手
出
来
な
か
っ
た
『
春
色
優
源
氏
」
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
管

見
の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
魯
文
の
書
い
た
艶
本
に
は
明
確
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
何
ら
か
の
有
名
な
テ
キ
ス
ト
を
典
拠
と
し

て
作
り
替
え
る
と
い
う
「
抄
録
」
と
い
う
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
南
総
里
見
八
犬
伝
」
『
修
紫
田
舎
源
氏
」
『
絵
本

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

通
俗
三
国
志
雪
新
編
金
瓶
梅
」
な
ど
と
い
う
長
編
を
抄
録
す
る
に
は
才
能
が
不
可
欠
で
あ
る
。
抄
録
家
と
し
て
自
己
規
定
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
た
魯
文
に
と
っ
て
、
艶
本
は
才
能
を
発
揮
で
き
る
絶
好
の
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
と
い
い
得
る
だ
ろ
う
。
で
は
あ
る
が
、
艶
本
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
故
の
陳
腐
化
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
『
鼠
染
春
の
色
糸
」
初
編
中
巻
セ
ウ
に
次
の
よ
う
に
書
き
付
け
て
い
る
。

さ
く
し
や
い
は
く
ね
づ
み
こ
も
ん
は
る
の
し
ん
か
た
た
か
お
き
わ
す
か
れ
つ
や
み
よ
の
す
け
ひ
ろ

わ
か
な
や
と
ず

じ
よ
ま
く
い
で
し
ん
す
け

作
者
日
、
蝋
小
紋
東
君
新
形
に
は
、
お
高
が
置
忘
れ
し
金
包
を
与
之
助
か
拾
ひ
と
り
て
若
菜
屋
へ
脳
け
し
は
、
序
幕
に
出
て
新
助

う
ば
は

ど
う
じ
つ
こ
と

ほ
ん
へ
ん
ま
へ
だ
ん
け
よ
う
げ
ん

が
百
両
か
た
り
奪
れ
し
と
同
日
の
事
な
れ
ど
も
、
本
編
に
は
、
新
助
が
か
た
り
に
あ
ひ
し
よ
り
前
の
談
と
す
。
そ
も
ノ
ー
狂
言
の

す
じ
か
り
ひ
と
な
う
ば

し
ゆ
こ
う
だ
い
ど
う
せ
う
ゐ

こ
れ
し
ぱ
ゐ
し
く
み
さ
う
し
も
の
が
た
り

い
さ
、
か
よ
ふ
し
や

筋
を
假
、
人
名
を
奪
ふ
も
の
か
ら
、
趣
向
は
大
同
小
異
あ
り
。
是
、
劇
場
の
脚
色
と
冊
子
證
と
は
、
些
用
捨
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

ま
い

わ
じ
る
し

す
ぢ
ち
が
ひ
か
つ
よ
だ
ん
お
ほ
た
と
へ
わ
か
な
や
け
じ
よ
た
い
け
に
あ
は
ぶ
に
ん
こ
れ

況
て
か
、
る
艶
史
な
れ
ば
、
筋
違
、
且
餘
談
多
し
。
假
令
ば
、
若
菜
屋
に
下
女
ひ
と
り
は
大
家
に
似
合
い
無
人
な
り
。
是
は
、
ほ

お
ん
な

む
よ
う

ぶ
た
い
う
へ

み
し
ば
ゐ

こ
と

基
』
う
し

て
お
ち

か
に
も
蝉
は
あ
れ
ど
も
、
無
用
な
れ
ば
出
さ
ぬ
も
、
舞
臺
の
上
で
の
み
見
せ
る
雑
劇
な
れ
ば
事
す
め
ど
、
冊
子
に
か
、
る
手
落
が

み
る
ひ
と

う
ち
こ
き
く
し
や

ほ
ん
へ
ん

わ
か
な
や
げ
じ
よ
き
ん
に
ん

こ
と

あ
ら
ば
、
看
官
か
な
ら
ず
打
込
ん
で
作
者
が
棒
を
く
ら
ふ
く
し
。
ゆ
へ
に
本
編
に
は
、
若
菜
屋
に
蝉
女
三
人
あ
り
と
し
て
、
殊
に

は
ん
い
だ

み
だ
つ
ざ
じ
ゃ
そ
く

ね
づ
み
こ
ぞ
う
せ
う
が
い
じ
つ
ろ
く
よ

ほ
り
た
ず
こ
れ
へ
ん
た
れ
ま
き

お
半
を
出
し
し
は
、
漫
り
に
綴
る
蛇
足
に
あ
ら
ず
。
蝋
小
僧
生
涯
の
実
録
に
由
ら
ま
く
欲
す
。
音
是
二
編
の
模
子
の
み
。

四
結
語

（
句
読
点
を
補
っ
た
）
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い
ん
ば
ん
わ
じ
る
し

れ
ん
じ
ゃ
う
ぼ
ん

え
ほ
ん

魯
文
が
「
揺
本
」
「
艶
史
」
や
「
懲
情
本
」
と
表
記
す
る
艶
本
は
、
所
詮
消
費
さ
れ
る
商
品
と
し
て
の
戯
作
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
所
謂
「
実
用
書
」
に
も
格
が
存
在
し
た
。
半
紙
本
の
『
假
枕
浮
名
仇
波
」
は
装
丁
も
、
使
わ
れ
て
い
る
色
板
の
枚
数
も
格
段
で
、

当
然
値
段
も
潤
筆
（
稿
料
）
も
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
中
本
で
も
「
封
文
感
情
紋
』
な
ど
は
全
図
に
色
摺
を
施
し
て
お
り
、
こ
れ
も
立
派

な
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
中
本
型
読
本
風
」
と
か
「
切
附
本
風
」
と
記
述
し
た
が
、
こ
れ
も
本
文
の
一
丁
あ
た
り
の
行
数
や
句
読

点
の
有
無
な
ど
、
板
面
の
格
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
精
確
な
文
字
数
を
数
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
途
中
に
会
話
体
を
混
え
る
こ

と
が
多
い
艶
本
の
文
体
で
は
、
字
数
制
限
（
丁
数
・
冊
数
の
制
限
）
も
抄
録
本
と
し
て
著
述
す
る
上
で
は
大
き
な
制
約
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
々
の
板
元
か
ら
の
要
請
に
応
じ
つ
つ
、
自
ら
が
書
き
た
い
よ
う
に
書
く
こ
と
は
並
大
抵
の
仕
事
で
は
な
か
っ
た

鈍
亭
時
代
の
魯
文
が
関
わ
っ
た
艶
本
に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
報
告
が
可
能
に
な
っ
た
の
も
、
艶
本
が
研
究
対
象
と
し
て
正
式
に
認

知
さ
れ
つ
つ
あ
る
結
果
、
国
文
研
で
も
蒐
集
資
料
に
加
え
ら
れ
、
そ
の
所
在
情
報
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
日

本
に
お
け
る
艶
本
研
究
は
世
界
的
に
遅
れ
を
と
っ
て
き
た
が
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
や
日
文
研
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ

ト
で
艶
本
を
含
む
資
料
の
画
像
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
か
ら
も
近
世
文
学
の
、
国
立
国
会
図
書
館
か

ら
は
近
代
文
学
の
原
本
画
像
デ
ー
タ
が
大
量
に
公
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
二
○
○
七
～
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
が

と
想
像
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
此
処
で
艶
本
を
書
い
て
い
た
魯
文
の
〈
文
学
性
〉
を
問
題
に
す
る
必
要
な
ど
は
決
し
て
な
い

の
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に
於
け
る
著
述
業
の
実
態
の
解
明
に
と
っ
て
、
魯
文
の
仕
事
の
調
査
は
甚
だ
有
用
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
消
費
さ
れ
る
〈
文
学
〉
の
時
代
は
、
既
に
十
九
世
紀
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
幕
末
開
化
期
〉
と

い
う
呪
縛
か
ら
解
放
す
る
有
用
で
具
体
的
な
く
作
家
〉
と
し
て
、
魯
文
は
随
一
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
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魯文の艶本

開
催
し
た
「
禁
書
展
」
の
図
録
が
日
本
の
関
税
を
通
ら
な
か
っ
た
事
件
が
あ
っ
た
。
研
究
の
水
準
と
税
関
と
は
没
交
渉
の
よ
う
で
あ
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
国
境
を
越
え
て
し
ま
う
わ
け
で
、
一
次
資
料
の
画
像
デ
ー
タ
公
開
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
＠
た
だ
、
こ

の
公
開
が
原
資
料
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
の
あ
る
研
究
者
を
、
現
物
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
祈
り
た
い
。

【
付
記
】
本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
「
魯
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
研
究
会
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
谷
川
恵
一
氏
、
青
田
寿
美
氏

を
は
じ
め
と
し
て
御
示
教
賜
っ
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。
ま
た
、
御
架
蔵
資
料
を
快
く
提
供
し
て
下
さ
っ
た
山
本
和
明
氏
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書

館
に
資
料
の
存
す
る
こ
と
を
御
教
示
下
さ
っ
た
佐
藤
悟
氏
、
そ
の
閲
覧
に
際
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
小
杉
恵
子
氏
、
そ
し
て
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
赤
間
亮
氏
と
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
蔵
リ
チ
ャ
ー
ド
レ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
御
教
示
下
さ
っ
た
石
上
阿
希
氏
に
も
心
よ

り
感
謝
致
し
ま
す
。

な
お
、
本
稿
に
は
所
在
情
報
を
含
め
て
今
後
の
補
訂
が
不
可
欠
な
の
で
、
是
非
と
も
大
方
の
御
批
正
御
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。
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